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　5　高齢者と公民館　

（1）　高齢者事業の歴史　

　福生市公民館が実施する高齢者対象事業の一つ

に「寿市民広場」がある。3館合同事業ではある

ものの、各館で特色ある講座をこの 10 年間行っ

てきた。もともと寿市民広場とは、市制 20 周年

（1990（平成２）年度）を記念し、市民の創意に

よる『ふるさと福生づくり』を基本目標として、

人生 80 年といわれる世の中を迎え、高齢期を社

会の一員（担い手）として、楽しく元気に生きら

れるまち福生を目指そうという想いのもと、集

まったのが始まりである。

　寿市民広場が発足する前の段階では、17 名の

運営委員を中心に幾度も会合を繰り返し、1981

（昭和 56）年６月 24 日に各館にて「語らいのひ

ろば」が始まっている。当時は地域の情勢や実施

条件などで単発になっていた年もあったが、試行

錯誤を繰り返して現在のような形に至っている。

　また、福生市公民館の特色としては、寿市民広

場では年間を通じて活動している自主サークルと

常に共催で行っていることがあげられる。さらに

寿市民広場の締めくくりとして「人生うたい語り

のつどい」という発表の場を市民会館小ホールで

行い、講座で学んだ成果、次世代へのメッセージ

等を発表している。一般の市民にも

来ていただき、学びの輪をさらにひ

ろげいる。

（２）　館ごとの状況

　本館は前述した「語らいのひろば」

で史跡や文化施設を巡ったり、福生

市の行政について幅広く学んだり、

健康に配慮した調理実習を行ったり

と様々な活動を行ってきた。またそ

の中で生まれた「若葉コーラス」で

は合唱を行っている。この 10 年間はこれら二つ

の事業で高齢者の絆づくり・居場所づくりを行っ

てきた。

　松林分館では寿市民広場の一環として「さつき

ひろば」の名称で、高齢期を楽しく元気で生活

できるような高齢者事業を行ってきた。しかし

2005（平成 17）年度よりさつきひろばはその名

称のまま完全な自主活動をはじめ、それ以後はさ

つきひろばとは別に、木彫りのカモを作る講座や

自分史を書く講座などを実施している。

　白梅分館では「熟年ひろば」の名称で地域の活

性化や現役意識を高める講座を実施してきた。ま

た本館同様に合唱講座が派生して生まれ、「白梅

シニア合唱教室」として人同士のつながりを重視

してきた。さらに白梅分館では高齢者がパソコン

やデジタルカメラなどの機器に触れ、若い世代と

の交流や時代を意識した講座を積極的に導入して

いるのも特色である。

（３）これからの課題

　現在は、一口に高齢者といってもくくりきれな

いほど幅が広くなっている。医療技術の進歩など

により人生 80 年を超えようという今の世の中で、

60 歳になったばかりの方と 80 歳を越えて人生

高齢者対象事業のあゆみ

人生うたい語りの集い（2005.12.2）
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を謳歌している方を、同じ対象と見て講座を行う

ことは出来なくなっている。

　2008（平成 20）年度より医療制度の面では後

期高齢者医療制度がスタートしようとしているが、

公民館としても高齢者事業を行うにあたり、前期・

中期・後期とその対象の中で学びの目的や内容を

考えなくてはいけない時代に入っている。

　前期の方は退職された後でどのように地域に溶

け込んでいくかという課題があり、それをサポー

トするのが公民館の役割といえよう。また中期・

高期の人は、自らの知識を若い世代に伝達して後

継者育成を視野に入れた活動及びこれからをどの

ように過ごしていくかを考えていくことが重要で

あり、それらの視点からサポートしなくてはなら

ないだろう。

　この 10 年で高齢者を取り囲む状況は大きく変

化してきている。これから先の 10 年は、今では

思いもつかないような時代になっている可能性も

大きい。しかし、公民館はどのような時代になっ

ても高齢者を取り巻く状況を常に考慮し、時代に

合った事業を展開しなくてはならない。

村社　本日はお時間をいただきありがとうござい

ます。公民館 30 周年記念誌を作るにあたって、

特にこの 10 年の寿市民広場について語ってい

ただきたく、お集りをお願いしました。お二

人には参加してみての想いや、展望をお聞き

できればと思っております。

土居　私は 60 歳のときに入りましたのでもう

15 年になります。60 歳の

ときに市から「寿市民広場

に参加しませんか？」とい

うお便りが来まして、それ

を見て参加しました。仕事

があるので当時は休むばか

りでほとんど参加できませんでした。そして

一時長い休みをいただいた後に平成 4年にま

た参加するんですけど、その時私は絵を習っ

ていました。絵の先生が亡くなった後にその

教室をやめ、こちらの童謡のひろばを休まな

いように参加してきました。やはり声を出す

事は健康にいいといいますしね。友達も何人

か紹介して今に至っています。

永井　最初に始まったのは

語らいのひろばだったん

ですね。そしてその時に

参加者の方が「歌を歌い

ましょう」とおっしゃい

ました。最初は語らいの

ひろばで歌を歌い始めたんです。そうしたら公

対談「寿市民広場を振り返って」
出席者（敬称略）

　永井桝美

　土居満栄　　　　　　聞き手　村社竜一郎（職員）

健康と仲間をつくろう（2006.10.19）
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民館の職員だった松坂さんが「永井さん、こっ

ちも歌を歌う会を作ろうか」と言ってくれた

んです。その時は＜若葉コーラス＞ではなく、

＜人生歌おう会＞という名前でした。当時は

山下先生が指導してくださいましたが、山下

先生は白梅分館でも指導してまして、二つ掛

け持ちが大変だったので小田切先生を紹介し

てくださったのが初期の流れです。

　その頃の語らいのひろばは、史跡巡りとい

いまして市内の各所を巡りました。

　私は福生に来て間もなかったので、生き字

引と言われ福生の事なら何を聞いても教えて

くださる立川さんのもと、福生の史跡を案内

してもらいました。もちろん歩きです。それ

が語らいのひろばの始まりで、それから様々

な学びを行ってきました。

村社　当時は何名くらいいたのですか？

永井　語らいのひろばは昔 40 名近くいました

ね。今は 15 名くらいです。童謡のひろばは多

いときで 40 名くらいいます。ただ始まってか

ら 10 数年を経て、亡くなった方がかなりいま

す。昔は若葉コーラスも併せてどこかへ出か

ける事になると市のバス 1台では乗り切らず、

補助席を常に使ってました。

土居　語らいのひろばはだんだん人数が減ってき

てますね。悪い言い方すると新しく講座に参

加した方が定着していない。今年も新しく加

入した人は一人だけですし……。

永井　童謡のひろばが始まる前は、語らいのひ

ろばの中で歌をやったり、先ほども名前を出

した立川さんが在籍していたときは、「次はこ

れやりましょう、その次はあれやりましょう」

と積極的にリードしてくれました。今は役員

の方でも来れない人が多いんですよね。

土居　学びの内容も難しすぎると他の人がわかん

なくなってしまうし、同じ事をやるとマンネリ

化してしまうし……。難しいのもたまにはい

いけど、楽しくてまた来たいと思える活動を

していかないと。今いない私が言うのも失礼

ですけど。ただ語らいのひろばに参加した方

を引き止めるための策を考えるといいんじゃ

ないでしょうか。今年は語らいのひろばに一

人残りましたけど、そういった方が毎年数名

ずつ増えれば雰囲気も変わると思うんですよ

ね。そのためにはやはり現在の参加者で引き

止め策を考えないと。

永井　今は昔のように史跡巡りとかではなく部屋

での学びが中心になってしまっているのも原

因かもしれません。

土居　たまには気分を変えて外で活動してみて

は？　市内の他の場所で語らいのひろばの参

加者が他の活動に参加しているところをよく

見かけます。せっかく語らいのひろばを通じ

てサークル山百合があるのだから、なくすの

はもったいないですし、今いるメンバーや新

しく参加するメンバーに残ってもらえる工夫

をしないと……。

永井　語らいのひろばとして公民館が講座をやっ

てるときは変化に富んで、みんな楽しめてい

るんですけど、その後を考えなければいけま

せんね。

村社　新しく講座に参加された方がそのまま継続

してサークル活動を続けてもらう努力は公民

館側でも配慮しなくてはならないと感じてい

ます。
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　ここで話題を変えて人生うたい語りのつど

いをお聞きします。今年は名曲コンサートと

一緒に実施したんですけど、過去はどのよう

な事をやられていたんですか？

土居　私が記憶にあるのは、市内公民館各館から

何人かが壇上にあがって、それぞれの今までの

人生を語り合うイベントが印象に残ってます。

永井　前は歌だけでなく語らいの場があったんで

すよね。

土居　語り合うのもよかったですよね。あとはカ

ラオケなんかもありましたね。

永井　その時は評判がよくなかったんです。「な

んで人生うたい語りのつどいでカラオケな

の？」って意見があって。

土居　それは知らなかった。私はずいぶん楽し

かったんですけど。

永井　他にも落語や楽器演奏など様々な事を人生

うたい語りのつどいで見てきました。特に自

分たちの歌の発表でホールの舞台に立つ事は

なかなか出来る事ではないので、毎年楽しく

やらせてもらっています。

村社　寿市民広場に参加して一番よかったことを

教えてください。

土居　いろんな人と交流できることが一番かな。

今でも仕事はしてますけど、やはり公民館で

人と触れ合える事が一番です。

永井　みんな元気でいられる事ですね。参加し続

けることで健康でいられる事があります。公民

館があるからこそ私は元気でいられます。公

民館に来てなかったら私は何もやる事がなく

なってボケているかもしれない。公民館が私

の生きがいです。

土居　公民館がある事はありがたいことだよね。

永井　主人も亡くなってしまい、家にいたら誰と

もしゃべる事ができないので、公民館がある

事がホントにありがたいです。元気な限り通

い続けたいです。

村社　ずっとお待ちしています。最後になります

が、寿市民広場における今後の公民館への要

望があればおっしゃってください。

土居　舞台でより多くの人数と一緒に歌ってみた

いという想いがあります。素敵な衣装を着て

大人数で歌ってみたい。他のサークルの人と

交流をしたりして。

村社　サークルの垣根を越えた競演ですね。

永井　サークル山百合も、今度、これからを話し

合う場を設けて、みんなで案を出し合ってより

よくして続けていただければと思います。公

民館には今まで公民館に来た事のない高齢者

が足を運んでいただける講座を続けていただ

きたいです。私たち自身の課題は先程も述べ

ましたが、新しく講座に参加された方の引き

止め策です。

村社　今日はいろいろありがとうございました。

10 年後の 40 年誌のときもまたお話を伺えれ

ばと思います。

童謡のひろば（2005.11.10）
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1997（平成 9）年度

講座名 実施期間 回数 人数 内容 主催
寿市民ひろば　寿講演会・懇談会 10月～ 11月 3 120 都市景観について・市長と語ろうわが街ふっさ 本館
寿市民ひろば　語らいの広場 ９月～ 12月 10 300 私たちの人生の歩み・最近のわがまちの動向他 本館
若葉コーラス ９月～ 11月 10 450 人生を綴る懐かしい曲・思い出の曲・童謡・唱歌 本館
自分史を書く １０月～２月 6 102 実際に文章を書いてみよう 本館
寿市民ひろば　さつきひろば ９月～ 12月 11 444 山野草の話・応急手当・若さを保つ体操他 松林
寿市民ひろば　熟年ひろば ９月～ 12月 12 384 昔、懐かしい歌を歌おう・茶道、太極拳講習会他 白梅
コール白梅 ９月～ 12月 12 611 懐かしい曲・思い出の歌・歌唱・コーラス練習 白梅
人生うたい語りのつどい 11月 1 150 人生をうたおう・人生私の日課・舞踊（股旅） 合同
寿市民ひろば実行委員会 ６月～ 11月 4 120 事業総括・事業活動概要・市長懇談会他 合同

1998（平成 10）年度
講座名 実施期間 回数 人数 内容 主催

寿市民ひろば　寿講演会・懇談会 10月～ 11月 2 63 野生動物が住みにくい地球にしたのは誰だ他 本館
寿市民ひろば　語らいの広場 ９月～ 12月 10 220 身の回りのゴミ減量を考えよう他 本館
若葉コーラス ９月～ 11月 10 430 人生を綴る懐かしい曲・思い出の曲・童謡・唱歌 本館
自分史 11月～２月 7 93 原稿を読む 本館
寿市民ひろば　さつきひろば ９月～ 12月 11 444 ごみ問題・若さを保つ体操・古美術を語る他 松林
寿市民ひろば　熟年ひろば ９月～１月 11 287 若返り体操で元気に・介護保険制度他 白梅
コール白梅 10月～ 12月 10 557 懐かしい曲・思い出の歌・歌唱・コーラス練習 白梅
人生うたい語りのつどい 11月 1 180 人生をうたおう・人生私の意見発表・講演会 合同
寿市民ひろば実行委員会 ７月～ 10月 3 63 事業総括・事業活動概要・市長懇談会他 合同

1999（平成 11）年度
講座名 実施期間 回数 人数 内容 主催

寿市民ひろば　寿講演会 10月 1 110 天気と暮らし 本館
寿市民ひろば　語らいの広場 ９月～ 12月 7 167 お茶を楽しもう・高齢者のための栄養学他 本館
若葉コーラス ９月～ 11月 7 269 人生を綴る懐かしい曲・思い出の曲・童謡・唱歌 本館
寿市民ひろば　さつきひろば ９月～ 12月 10 380 介護保険・若さを保つ体操・悪質商法について他 松林
寿市民ひろば　熟年ひろば ９月～２月 7 199 ゴミの仕分け・体操で楽しく・介護保険について 白梅
コール白梅 10月～ 12月 7 408 懐かしい曲・思い出の歌・歌唱・コーラス練習 白梅
人生うたい語りのつどい １１月 1 178 人生うをうたおう・演芸鑑賞（落語・講談） 合同
寿市民ひろば実行委員会 ７月～ 11月 3 52 グループ活動交換・講演会の進行 合同

2000（平成 12）年度
講座名 実施期間 回数 人数 内容 主催

寿市民ひろば　寿講演会 10月 1 45 事件と私 本館
若葉コーラス ９月～ 12月 7 245 人生を綴る懐かしい曲・思い出の曲・童謡・唱歌 本館
若葉コーラス　名曲コンサート 10月 1 75 世界の名曲　ピアノ、独唱 本館
寿市民ひろば　さつきひろば ９月～ 12月 10 413 介護保険の現状と課題・ゴミ分別処理方法他 松林
寿市民ひろば　熟年ひろば ９月～１月 7 175 楽しい気功の話と実技・介護保険の現況他 白梅
コール白梅 10月～ 12月 7 408 懐かしい曲・思い出の歌・歌唱・コーラス練習 白梅
人生うたい語りのつどい 12月 1 158 人生うをうたおう・童謡ウエスタンコンサート 合同
寿市民ひろば実行委員会 ７月～ 11月 3 58 グループ活動交換・講演会の進行 合同
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2001（平成 13）年度
講座名 実施期間 回数 人数 内容 主催

寿市民ひろば　語らいの広場 ９月～ 12月 7 180 火災予防・ゴミの有料化について考えてみよう他 本館
若葉コーラス ９月～ 12月 7 250 人生を綴る懐かしい曲・思い出の曲・童謡・唱歌 本館
高齢者パソコン教室 ３月 5 95 ウィンドウズ９８の基本操作 本館
寿市民ひろば　さつきひろば ９月～ 12月 10 424 よりよい介護のあり方を求めて・ゴミ有料化他 松林
寿市民ひろば　熟年ひろば ９月～１月 8 208 人の寿命と健康体力や生きがいとの関係他 白梅
コール白梅 ９月～ 12月 8 360 懐かしい曲・思い出の歌・歌唱・コーラス練習 白梅
人生うたい語りのつどい 12月 1 180 人生うをうたおう・アトラクション・講演 合同
寿市民ひろば実行委員会 11月 1 12 グループ活動交換・講演会の進行 合同

2002（平成 14）年度
講座名 実施期間 回数 人数 内容 主催

寿市民ひろば　語らいの広場 ９月～ 12月 7 175 福生市の現状と課題・火災予防について他 本館
若葉コーラス ９月～ 11月 7 210 人生を綴る懐かしい曲・思い出の曲・童謡・唱歌 本館
若葉コーラス　名曲コンサート 10月 1 82 童謡・唱歌秋の歌メドレー 本館
寿講演会 10月 1 33 講演（生活習慣病） 本館
寿市民ひろば　さつきひろば ９月～ 12月 10 465 市長との語らい・スポーツを楽しむ・ハイキング

他
松林

寿市民ひろば　熟年ひろば ９月～１月 8 210 楽しい気功の話と実技・介護保険の現況他 白梅
コール白梅 ９月～ 11月 7 315 懐かしい曲・思い出の歌・歌唱・コーラス練習 白梅
人生うたい語りのつどい 11月 1 165 人生をうたい語り・講演（健康秘話と環境落語） 合同
寿市民ひろば実行委員会 11月 1 12 グループ活動交換・講演会の進行 合同

2003（平成 15）年度
講座名 実施期間 回数 人数 内容 主催

寿市民ひろば　語らいの広場 ９月～ 12月 7 142 食と生活について・犯罪防止について他 本館
若葉コーラス ９月～ 11月 7 210 人生を綴る懐かしい曲・思い出の曲・童謡・唱歌 本館
若葉コーラス　名曲コンサート ９月 1 88 童謡・唱歌　オペラメドレー 本館
寿市民ひろば　さつきひろば ９月～ 12月 10 344 暮らしと健康メモ・防犯と交通安全の話を聞く他 松林
寿市民ひろば　熟年ひろば ９月～１月 8 352 人生を健やかにそして豊かにするために 白梅
コール白梅（シルバーコーラス事
業）

９月～ 11月 7 280 懐かしい曲・思い出の歌・歌唱・コーラス練習 白梅

人生うたい語りのつどい 11月 1 182 人生うたい語り・ふれ合い漫才 合同
寿市民ひろば実行委員会 ８月～ 11月 3 35 グループ活動交換・活動進捗状況・つどいの準備 合同

2004（平成 16）年度
講座名 実施期間 回数 人数 内容 主催

寿市民ひろば　語らいの広場 ９月～ 12月 7 138 悪質な訪問販売を撃墜せよ・防災講和他 本館
若葉コーラス ９月～ 12月 7 212 人生を綴る懐かしい曲・思い出の曲・童謡・唱歌 本館
若葉コーラス　名曲コンサート ９月 1 88 童謡・唱歌　オペラメドレー 本館
寿市民ひろば　さつきひろば ９月～ 12月 9 377 歩き方のトレーニング・野草や昆虫の自然観察 松林
自分史を書く（自分関係史） １月～３月 7 46 今日の自分が形成された思い当たりを話し合い 松林
寿市民ひろば　熟年ひろば ９月～１月 8 360 高齢者の自覚と介護保険制度他 白梅
白梅シニア合唱教室 ９月～ 11月 7 280 懐かしい曲・思い出の歌・歌唱・コーラス練習 白梅
人生うたい語りのつどい 11月 1 218 カントリーウエスタンとハワイアンをうたうほか 合同
寿市民ひろば実行委員会 ８月～ 11月 3 35 グループ活動交換・活動進捗状況・つどいの準備 合同
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2005（平成 17）年度
講座名 実施期間 回数 人数 内容 主催

寿市民ひろば　語らいの広場 ９月～ 12月 7 104 防犯学習会・食と健康の学習会他 本館
寿市民ひろば　童謡のひろば 11月～２月 8 160 人生うたい語りのつどい出演に向けての合唱練習 本館
寿市民ひろば　木彫りのカモを作
ろう

５月～６月 6 41 カットされた木片にカモの図面を木に写し掘り出
す

松林

寿市民ひろば　自分史（自分関係
史）を書く

１月～３月 6 23 自分関係史の図を作成・構成要件の抽出、検討 松林

寿市民ひろば　生きがいと健康を
作ろう

９月～ 12月 8 50 体調のチェックと健康維持体操・丘陵を歩く 松林

寿市民ひろば　熟年ひろば ９月～１月 9 315 福生市の防災計画を知る・戦中、戦後の暮らし 白梅
寿市民ひろば　白梅シニア合唱教
室

９月～２月 7 280 懐かしい曲・思い出の歌・歌唱・コーラス練習 白梅

寿市民ひろば　戦争体験を語り継
ぐ

６月～３月 3 80 私は終戦をここで迎えた・戦争体験を顧みる 白梅

人生うたい語りのつどい ２月 1 230 我ら語らいの歩み・うたと朗読の構成劇 合同
寿市民ひろば実行委員会 10月～１月 4 40 高齢者活動の構成と歩み・今年の企画構成 合同

2006（平成 18）年度
講座名 実施期間 回数 人数 内容 主催

寿市民ひろば　語らいの広場 ９月～ 11月 7 75 食の学習会・調理実習・介護予防学他 本館
寿市民ひろば　童謡のひろば ９月～ 12月 8 205 合唱練習 本館
寿市民ひろば　木彫りのカモを作
ろう

６月～７月 8 89 カットされた木片にヤマガラの図面を木に写し掘
り出す

松林

寿市民ひろば　自分史を書く １月～３月 6 23 自分史の経過を作図する・重要な項目を抽出・検
討

松林

寿市民ひろば　生きがいと健康を
つくろう

９月～ 12月 9 42 体調のチェックとスケジュール確認・丘陵を歩く
他

松林

寿市民ひろば　熟年ひろば 11月～１月 4 138 くすりの話・懐かしい、思い出の曲を口ずさむ他 白梅
寿市民ひろば　白梅シニア合唱教
室

９月～ 12月 8 290 懐かしい曲・思い出の歌・歌唱・コーラス練習 白梅

初心者デジタル画像編集講座 ９月～２月 8 56 画像編集・文字入力・画像の合成・レイヤー他 白梅
人生うたい語りのつどい 12月 1 184 音楽のひろば・指先を使ってみよう 合同
寿市民ひろば実行委員会 ９月～ 11月 4 5 高齢者事業、活動の交流、企画催し開催葉の準備 合同
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　福生市公民館での障がい者を対象とした事業は

1985（昭和 60）年 6月に開設された「障害者青

年学級にじのはらっぱ」（以下、「にじはら」とい

う。）と「聴覚障害者のための映画会」である。

　すでに公民館 20 周年記念誌において「障害者

の事業が硬直化しつつありー中略―現状に甘んじ

て障害者事業に対する新たな取り組みを見失い、

危機感・目的を失い、ただ事業を継続していくだ

けのマンネリ化傾向になりつつある状態」という

総括がなされているが、30 年を経過する中でも

新たな取り組みはなされていない。

　それでは公民館はただ前年踏襲の事業を漫然と

実施してきたのであろうか。この間の福祉の流れ

を少し振り返っておこう。

　1997（平成 9）年 12 月に介護保険法が成立

し、2000（平成 12 年）4月から制度が導入され

た。同年 6月に「社会福祉の増進のための社会

福祉事業法等の一部を改正する等の法律」が成立、

社会福祉事業法が社会福祉法に改名・改正、数本

の法律が改正された。2003（平成 15）年 4月に

支援費制度がスタートする。さらに 2006（平成

18）年 4月から障害者自立支援法が段階的に施

行され、支援費制度の大部分がそこに吸収された。

行財政改革の流れの中で、福祉の視点が措置から

契約へ、自己選択・自己決定・自己責任へと大き

く変化した 10年であると位置づけられる。

そのような中で、国際的な潮流は障がい者の

人権を改めて確認する方向で動いている。2006

（平成 18）年 12 月に国連障害者の権利条約が採

択された。これは世界人権宣言から女性差別撤廃

条約、子どもの権利条約という流れの中に位置づ

くものである。1980（昭和 55）年からの国連障

害者の 10 年「完全参加と平等」から四分の一世

紀を経て、ここまで到達したことになる。

公民館は障がい者の学習権保障の視点からに

じはらを開設し、にじはらを核に、障がい者だけ

でなく、だれもが暮らしやすいまちを目指し、①

障がい者自身の学び　②親や家族の学び　③地域

の多くの人々への学び　を展開し、障がい者問題

を広く市民の問題ととらえ事業を実施してきた。

地域共生講座、公民館のつどい分科会、ボラ

ンティア講座など対象は様々であるがその目指す

ものは同じである。

　さて、1997（平成 9）年度以降、にじはらは

現在も継続して実施されているが、聴覚障害者の

ための映画会は 2003（平成 15）年度を最後に

実施されていない。この事業は開設当初から手話

サークル「福手の会」と連携し、福手の会の活動

日である金曜日の夜間を中心に上映を継続してき

た。

2002（平成 14）年度に「字幕付映画上映会」

と改称し、聴覚障がい者以外の方にも対象を広げ

ていったが、参加者数の増加にはつながっていな

い。この背景にはDVDが普及する中で、聴覚障

がい者が邦画を字幕付で見られる環境が整備され

てきたことがあげられるだろう。またフィルム借

用先の（福）聴力障害者情報文化センターでの新

たな作品提供が見送られ、上映作品が底をついた

という状況が上映継続を断念した経過である。

さらに福手の会や手話サークル「もみじ」が

活動拠点を福祉センターに移す中で、聴覚障害者

と公民館の日常的なつながりが薄れてきたことが

影響しているのかもしれない。

今後の障がい者対象事業であるが、にじはら

の継続を基本にしつつ、障がい者と健常者の出会

い、交流の場を積極的に展開する必要があろう。

　6　障がい者と公民館　

障がい者対象事業のあゆみ
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にじはらの 10年
　10 年間を振り返る前に、押さえておかなれば

ならないことは、職員、講師体制の変化である。

1994（平成 6年）4月、にじはらの立ち上げか

ら 10 年間関わってきた男性職員の高橋が異動し、

交代で配属された佐藤が開級当初からの女性担当

職員名取とともに担うこととなる。翌年には、そ

れまでにじはらを支えていた講師陣（現在の特別

支援学級教諭、社会福祉法人職員）が相次いで学

級を離れることとなった。そして 1996（平成 8）

年 4月には、名取が異動となり、前年に新規採

用で公民館に配属された女性職員国本が佐藤とと

もににじはらを担当する。

それ以後の変遷については別表に記載した。

2004（平成 16）年度には高橋の後を継いで 10

年間担当した佐藤が公民館から異動している。

にじはらは年間を通しての活動であり、23 年

間継続してきた事業である。参加者（以下、「学

級生」という。）個々の障がいの状況と対応も個

別的であるがゆえに職員との関係もより密接にな

らざるを得ない。そのような中で、公民館職員の

異動はもとより、特に女性担当職員が目まぐるし

く替わり、2006（平成 18）年 4月からは開設以

来、男性・女性職員で担当していたにじはらの体

制が維持できなくなった。にじはらの運営を考え

る時、車イスを必要とする女性の学級生も 4人

おり、その介助に女性職員がいないことはかなり

の痛手となっている。

講師主体の学級活動から学級生主体の活動へ
　にじはら開設当初は、学級活動を定着させ、軌

道にのせていくために講師やボランティア主体

による学級運営であった。しかし、1988（昭和

63）年度に学級生が主体となり活動を展開して

いくために「学級生運営委員会」を組織し、その

後、1998（平成 10）年度までの 11 年間にわた

り、この学級生運営委員会がにじはら活動の一翼

を担ってきた。

　「学級生企画」とは、プログラムの企画、外出

が必要な場合の実地踏査、通知作成と発送事務、

当日の運営など、プログラムに関するすべてにつ

いて、学級生運営委員会を中心に行っていくもの

である。そのために学級の活動中だけでなく、活

動終了後や、活動日以外にも集まりを重ね、準

備を進めている。学級生一人ひとりが

安全に楽しく過ごせるかの確認（例え

ば車椅子トイレが行程の中にあるのか、

移動の際に不都合や危険な場所がない

本館まつり、公民館のつどいなど既存の事業のほ

か、障がい者に関わる機関、団体、サークル等と

の連携を深め、相互に啓発しながら、障がい者の

みならず多くの市民が暮らしやすいまちづくりの

ための学習を展開していく必要があろう。

また障がい者の学習・文化活動を支えていく

ために、公民館サークルが果たす役割は大きいと

考える。ともすると、障がい者という対象で枠を

はめてしまいがちであるが、共に暮らす市民とし

て、障がいのあるなしに関わらず、広く市民の学

習要求を満たし、支えていく担い手としてサーク

ルそしてそのメンバー一人ひとりの力が必要であ

ろう。そしてそれを公民館としてどう支えていく

のかが課題である。

公民館は何をしなければならないか、何がで

きるのかを考える時期ではなかろうか。

にじはら担当職員の変遷
年度 H9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
男性 佐藤 → → → → → → 中根 → →
女性 国本 → 村田 → → 阿由葉 宮脇 → → ／
男性 和田 → ／ 石川
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か、その対策等）など学級生運営委員みんなで知

恵を出し合い、準備を進めていく中で、様々なこ

とを学び、協力してやり遂げる達成感、充実感、

自信を得ていくプログラムとなっている。

　

学級生運営委員会の消滅と
新たな学級生主体、地域への活動の模索

　「学級生運営委員会」による「学級生企画」の

プログラムも、1999（平成 11）年度の学級活動

からその姿を消した。学級生・スタッフ・元講師・

事務局で話し合った結果だが、この背景にはいく

つかの理由がある。

　「運営委員の固定化」による活動のマンネリ化

が生じていたこと。準備にかかわる運営委員の身

体的な負担が大きいこと。さらに「プログラムの

企画・運営に対する負担」があげらる。

　また学級生企画を支えるスタッフ・ボランティ

アの就職・結婚・転出などの状況の変化により、

学級生企画の準備に安定して関われなくなった時

期と重なったこと、開設当初より学級活動に携

わってきた講師の方々が揃って引退した状況など

があり、学級生企画・運営に対するエネルギーが

消えかかっていた。

　このような状況の中、「学級生企画」は消滅し

たが、学級生・スタッフ・ボランティアの想い

は、何か違った形で学級生の主体的な関わり方を

学級プログラムに反映できないかという声となり、

1999 年度のプログラムから、学級生が関わりた

いプログラムにスタッフ・ボランティアと共に企

画・運営に参加し、共に学級をつくりあげていく

ことになった。身体的にも精神的にもそれまでの

学級生企画に比べると負担もそれほど重くはなく、

学級生・スタッフ・ボランティアがみんなで学級

運営をしていくことになった。年間の学級活動の

キーワードを主体性、積極性を持ち、学級をつくっ

ていくという意味で『一人ひとりの主体性から

生まれるにじの輪～これぞ輝くにじはらだ！～』

とし、全員で

確認し合った。

開設当初から

の講師陣がい

なくなった中、

自分達一人ひ

とりが主役と

なり、主体的

ににじはらを

つくり、運営していく意識が芽生えた時期である。

　さらに、活動の範囲も、学級内から地域へ広げ

ることを考えたプログラムを企画・実施していっ

た。

　具体的には、地域に積極的に活動を PRしてい

く機会として、福生駅のプチギャラリーで行っ

た「にじはら展」（1998（平成 10）年度）、市民

の一人として市の行事に参加する「福生七夕まつ

り民踊パレードへの参加」（1999 年度から）、「竹

飾りへの参加」（2003（平成 15）年度から）、自

分達の活動を展示するだけではなく違った形での

「市民文化祭演示への参加」（1999 年度）、自分

が人に何かをしてもらうだけでなく市民と積極的

に交流し、“してもらう ”から “してあげる ”と

いう主体的な意識のもとで行った「市内高齢者施

設への訪問」（2003（平成 15）年度）、自分達の

生活する地域をあらためて見直し、地域に出かけ

ていく機会、まちをきれいにする一つの方法とし

て「市内再発見・ゴミ拾い（ウォーキング）」（2003

（平成 15）年度から、後ににじはらエコ・ウォー

クと改称）などを行った。また、本館まつりの見

学を通し、公民館サークルと出会いを深め（2006

（平成 18）年度）、雨天のため参加を取りやめたが、

軽スポーツ＆とん汁会など地域の行事に積極的に

参加し、活動を広げていくことに取り組んできた。

　このように、活動プログラムの企画・運営の形

態は、講師・スタッフ・ボランティア主導による

ものから、「学級生運営委員会」を中心とした「学

2004 年度　20周年記念誌を発行
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級生企画」を中心としたものへと移行し、さらに

学級生・スタッフ・ボランティアみんなが積極的

に主体的な意識を持ち、学級に関わる全員による

企画・運営を行い、自分達の住む地域とも関わり

を持てる形態へと変化してきた。

四市交流事業
　にじはらの年間活動には、近隣の自治体の青年

学級との交流を図る趣旨の「四市青年学級交流事

業」を組み込んで実施している。

　この事業は、福生市、あきる野市、青梅市、羽

村市の四市が合同で、毎年、各市青年学級がプロ

グラムを受け持ち、企画・運営を行っている。四

市の担当者会議を開催し、プログラムの内容・運

営について意見交換を行っている。1998（平成

10）年度の担当者会議の場で、従来の「固定プ

ログラム担当制」から、各プログラムを順番に受

け持ち、地域性、独自性を育むために「プログラ

ム交代制」が提案され、翌年度から実施されるこ

とになった。

　このことにより、各市がそれぞれ４事業（弁論

大会、スポーツ大会、ハイキング、新規企画）を

毎年順番に実施することになった。４年ごとに

様々な事業を企画・実施することで、各市青年学

級にとって、様々な地域での新たな発見や学び、

また他市青年学級の運営から刺激を得て、にじは

らのプログラムに生かすことができるなど、四市

交流事業の新たな出発にあたる転換期となりまし

た。

　しかし、2006（平成 18）年度に向けた担当者

会議の席で、年間 4回の交流事業は自分達のプ

ログラムを拘束する度合いが高い、という意見が

出され、回数を 3回に減らすことなった。

　市を超えた交流を目指した四市交流ではあるが、

プログラムの形態によってはなかなか交流が思う

ようにいかないのが現実である。

にじの会
　「にじの会」とは、にじはらの学級生、保護者、

講師、スタッフ、職員で組織され、にじはらの活

動を支える会として、学級開設当初からその役割

を果たしてきた。

　しかし、「にじの会」の機能が十分に発揮され

ていない状況や様々な事情から、「にじの会」の

会員や関係者から組織の在り方について見直しの

意見が出された。

　2000（平成 12）年度、にじのはらっぱ参加者

のご家族、関係者と話し合いの上で、「にじの会」

を休止し、代わって事務局が「にじの会」に代わ

る役割を担うことになった。

　公民館事務局による行事等の連絡会や親睦会、

学級活動へのご家族の方への積極的な関わりをし

ていただくための呼びかけが、2年間の試行期間

から見ても十分に行われてきており、「にじの会」

に代わり事務局が十分にその役割を果たすことが

可能であるとの意見が一致し、2001（平成 13）

年度をもって、解散された。

　「にじの会」という名称は残し、事務局による

上記の内容を行う際には「にじの会」の活動とし

て展開されている。

　最後に、にじはらの学級生、スタッフ・ボラン

ティアの状況について触れておく。

学級生の状況
　にじはらは 1985（昭和 60）年 6 月、20 名

（男性 10名、女性 10名）の学級生ではじまった。

2006（平成 18）年度の学級生は 28名（男性 19

名、女性 9名）である。

　2006 年度現在、にじはらに参加している（し

ていた）学級生はこの 22 年間で 52 人である。

開設初年度から継続して参加されている方が 7

名 ( 途中の出入りは無視し、現在も参加している

方 )、10 年以上参加され現在も参加されている方

が 20 名（途中の休級期間を除く。開設初年度か
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ら参加している方を含む）となる。平成 18 年度

学級生の平均在籍年数は 14.5 年、しかも 71.4％

の方が 10年選手ということである。

　開設当初の平均年齢は 18.1 歳であるが、平成

18年 4月 1日現在 33.9 歳、開設当初 16名だっ

た 10 歳代が、現在では 1名である。これは募集

対象から養護学校高等部在籍者をはずしたためと

思われるが、それにしても、現在の年齢構成は

10 歳代 1 名、20 歳代 4 名、30 歳代 15 名、40

歳代 7 名、50 歳代 1 名という状況である。「障

害者青年学級は卒業がない」と言われていること

がこのことからもわかる。

　1997（平成 9）年度以降、10 年間の新規参加

学級生は 11 名（うち養護学校卒業を契機に参加

された方は 4名）である。この数字は福生市の

知的障害者の状況を考えると非常に少ないと思わ

れる。

　にじはら開設年度（昭和 60 年度）の愛の手帳

所持者は 88 名であるが、2006（平成 18）年度

では約 2.5 倍の 207 名である。にじはら参加者

数との間に乖離がみられる。この数字では年齢層

は読み取るとこができないが、３年ごとの市勢

統計に 18 歳未満、18 歳以上の年齢区分での統

計がある。（別表参照）　2003（平成 15）年度は

18 歳以上の方が 139 名、それを 2004 年度にじ

はらに参加されている 27 名（にじはら学級生の

年齢は４月 1日現在のため）との割合を求める

と 19.4％である。ちなみに平成３年度（にじは

らでは４年度＝以下同じ）は 28.6％、平成６年

度は 25.5％と年々その割合は減少している。

　卒業も少ないが、新規参加者も少ないにじはら

の現状が浮かび上がってくる。

スタッフ・ボランティアの状況
　職員の状況については冒頭に触れた。女性職員

の異動がひんぱんな中で、男性職員はそれぞれ

10年間ずつにじはらを担当してきた。

にじはらの運営にとってスタッフ・ボランティ

アは欠くことのできない存在である。ここでいう

スタッフとはにじはらボランティアを一定期間経

験し、にじはらの運営に主体的にかかわっていた

だく方をいい、わずかではあるが謝礼をお支払い

している。

開設当初から、にじはらのねらいとしてスタッ

フ・ボランティアは単に学級生の介助をするにと

どまらず、同世代の青年としてともに啓発しあい、

成長しあう存在として意識されてきた。そして、

活動を通して障害者理解、地域社会への関心を高

めていくことがねらいとされてきた。

下の表はスタッフ・ボランティア数の推移で

ある。実際にこの方々が毎回の活動に参加できる

ものではない。であるからこそ、一定程度の人数

が必要であり、新たなボランティアの参加を求め、

さらに継続してにじはらに関われるような関係作

りを職員、スタッフ・ボランティア、そして学級

生とのかかわりを通して築いていかねばならない。

そして、ボランティアがスタッフとして成長して

いけるような学習機会を絶えず設定していかなけ

ればならないと痛感している。
スタッフ・ボランティア人数の推移

年度 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
スタッフ 13 10 11 11 12 15 14 13 11 12
ボランティア 23 24 18 19 17 14 16 21 12 16
合計（人） 36 34 29 30 29 29 30 34 23 28
＊ 16年度まではにじのはらっぱ 20周年記念誌から
＊ 17、18年度は出席回数ゼロの方、体験 ! 夏ボラのみの方は
割愛している
＊ 16年度の実際はスタッフ 9名、ボラ 16名、計 25名

福生市の知的障害者（18歳以上）とにじはら参加率

　　　　　年度 H3 6 9 12 15
18 歳以上（人） 84 98 117 120 139

学級生数（人） 24 25 24 25 27

参加率（％） 28.6 25.5 20.5 20.8 19.4
18 歳以上の数字は市勢統計から（各年度 3月 31日）

市勢統計と比較するため、学級生数は当該翌年の数字
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小沼　智美

私が『にじのはらっぱ』に出会ったのは、
大学に入学したばかりの頃でした。学校の掲
示板に貼られていたボランティア募集のポス
ターが気になって、公民館に電話をしたのが
きっかけでした。
初めての活動の日、少し緊張しながら公民

館を訪れると、学級生、スタッフ、ボランテ
ィア、職員のみんなが明るく優しく迎えてく
れたことを今でも覚えています。
あれからもうすぐ 8年が経とうとしていま

す。今も私はこの『にじのはらっぱ』に参加
し続けています。そういえば、こんなに長く
ひとつのことに夢中になれたことは、今まで
の私の人生には無かったような気がします。
そして特別趣味を持っていなかった私が、最
近では『趣味：にじのはらっぱ』と言えるよ
うになりました（笑）。そのくらい、熱い思い

を持って参加しているのだと言えるかもしれません。
とは言っても、特に何かを頑張っているわけではなく、ただ毎回活動に参加して、学級

生やスタッフ仲間と一緒にいるだけ、一緒に活動を楽しんでいるだけです。確かに初めの頃
は意気込んで「ボランティアは何かしなければ！」という気持ちを持っていました。しかし、
一緒に活動していると、私の方が学級生に助けられ、励まされ、いつも笑顔と元気をもらっ
ています。学級生、スタッフということはあまり意識せず、休日に公民館で会い、一緒にど
こかへ行ったり何かをしたり、ゴハンを食べたり、笑ってしゃべって楽しく過ごす、友達の
ような関係です。『にじのはらっぱ』は私にとって居心地の良い場所となりました。
最近では学級生の悩みを聞くこともあります。家庭のこと、仕事のこと、健康のこと・・・。

年を重ねるにつれ、深刻な悩みも増えていくように感じます。しかし、たとえそれぞれが悩
みを抱えていたとしても、学級生のほとんどは『にじのはらっぱ』の活動を毎回楽しみにし
てくれているようで、とても嬉しく思います。学級生にとっても『にじのはらっぱ』は息抜
きの場、居心地の良い場所になればいいなぁと願っています。
『にじのはらっぱ』 のメンバーは、学級生、スタッフ共に年齢層も様々、性格も様々、何
よりも魅力的な人が多いのが自慢です。そして活動では毎回新たな発見があり、新たな優し
さにふれ、新たな感動を覚え、新たな魅力を見つけ・・・とにかく何でも新鮮に感じること
ができます。それが、私が『にじのはらっぱ』に参加し続けている理由の一つです。これか
らも、この素敵なメンバーといつまでも一緒に歩んでいけたらいいなぁと思っています。

いつまでも 『にじのはらっぱ』と共に
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1997（平成 9）年度
講座名 実施期間 回数 人数 内容 主催

障害者青年学級「にじのはらっぱ」 5月～ 3月 21 483 知的障害のある青年の学習と仲間作りの場として実施 本館

聴覚障害者のための映画会

6月 20日 1 11 渋滞

本館
8月 29日 1 14 となりのトトロ
10月 17日 1 11 里見八犬伝
12月 12日 1 8 四十七人の刺客
2月 13日 1 9 銀河鉄道の夜

1998（平成 10）年度
講座名 実施期間 回数 人数 内容 主催

障害者青年学級「にじのはらっぱ」 5月～ 3月 22 528 知的障害のある青年の学習と仲間作りの場として実施 本館

聴覚障害者のための映画会

5月 22日、23日 2 13 スーパーの女

本館
7月 17日 1 4 シコふんじゃった

9月 11日、12日 2 21 学校の階段２
11月 20日、21日 2 5 用心棒
1月 29日、30日 2 14 免許がない！

1999（平成 11）年度
講座名 実施期間 回数 人数 内容 主催

障害者青年学級「にじのはらっぱ」 5月～ 3月 22 550 知的障害のある青年の学習と仲間作りの場として実施 本館

聴覚障害者のための映画会

6月 18日、19日 2 18 ラヂオの時間

本館
8月 11日、12日 2 7 火垂るの墓
10月 23日 1 13 東京日和

1月 28日、29日 2 19 天国と地獄
3月 26日 1 5 絆ーきずなー

2000（平成 12）年度
講座名 実施期間 回数 人数 内容 主催

障害者青年学級「にじのはらっぱ」 5月～ 3月 21 546 知的障害のある青年の学習と仲間作りの場として実施 本館

聴覚障害者のための映画会

4月 21日、22日 2 18 卓球温泉

本館
6月 23日、24日 2 17 誘拐
8月 25日、26日 2 16 GAMA月桃の花
9月 22日、23日 2 12 いのち・ぼうにふろう
12月 15日 1 10 恋文

2001（平成 13）年度
講座名 実施期間 回数 人数 内容 主催

障害者青年学級「にじのはらっぱ」 5月～ 3月 20 500 知的障害のある青年の学習と仲間作りの場として実施 本館

聴覚障害者のための映画会

6月 29日 1 10 祝辞

本館
8月 24日 1 4 はぐれ刑事純情派
10月 26日 1 5 魚影の群れ
12月 14日 1 6 青春の門筑豊編
2月 22日 1 3 スケバン刑事

2002（平成 14）年度
講座名 実施期間 回数 人数 内容 主催

障害者青年学級「にじのはらっぱ」 5月～ 3月 21 588 知的障害のある青年の学習と仲間作りの場として実施 本館

字幕付映画上映会
4月 19日 1 3 大病人

本館6月 14日 1 4 典子は今
8月 16日、18日 2 21 きけ、わだつみの声
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字幕付映画上映会 10月 27日 1 8 宮本武蔵　巌流島の決闘 本館2月 23日 1 13 水戸黄門

2003（平成 15）年度
講座名 実施期間 回数 人数 内容 主催

障害者青年学級「にじのはらっぱ」 5月～ 3月 20 560 知的障害のある青年の学習と仲間作りの場として実施 本館

字幕付映画上映会
7月 11日 2

32
夢千代日記

本館11月 24日 2 僕らの 7日間戦争２
3月 28日 2 ベトナムのダーちゃん

2004（平成 16）年度
講座名 実施期間 回数 人数 内容 主催

障害者青年学級「にじのはらっぱ」 5月～ 3月 22 594 知的障害のある青年の学習と仲間作りの場として実施 本館

2005（平成 17）年度
講座名 実施期間 回数 人数 内容 主催

障害者青年学級「にじのはらっぱ」 5月～ 3月 22 594 知的障害のある青年の学習と仲間作りの場として実施 本館

2006（平成 18）年度
講座名 実施期間 回数 人数 内容 主催

障害者青年学級「にじのはらっぱ」 5月～ 3月 22 464 知的障害のある青年の学習と仲間作りの場として実施 本館

2006年度の人数が少ないのは、延べ人数の取り方の変更による
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福生市には本館、松林分館、白梅分館と三館

の公民館がある。現在ではこの三館ともいわゆる

公民館まつりが開催されているが、本館において

はその歴史は浅い。本館では、「ふっさ公民館を

創る市民の会」のメンバーが中心となり、公民館

利用者懇談会が組織され、1979 年「公民館利用

者大会」が開催された。しかし 1980 年半ばに利

用者懇談会が活動を休止し、第２回利用者大会は

開催されなかった。利用懇がなくなり利用者間の

横のつながりが薄れていくことに危機感を感じ、

職員の側から「公民館のつどい」が企画され準備

会を経て開催された。第１回目は音楽サークルの

発表、作品の展示や模擬店が開かれるなど公民館

まつりの色彩が強かった。第１回から５回目まで

は「学習」と「交流」など様々なものが取り入れ

られたものであったが、しだいに「つどい」はサー

クル間の交流を目的としたまつりの要素がなくな

り交流会から学習の色彩がこくなっていった。

　1997 年公民館会館 20 周年記念事業として、

第 16 回公民館のつどいと同時開催という形で屋

外交流会が開催された。公

民館利用者の交流を目的

に演示、展示、模擬店が開

かれた。この記念事業では

公民館利用サークルが中

心となって企画運営が行

われた。

　本館では市民文化祭や

市民音楽祭などサークル

の活動を発表する場があ

るが、公民館活動の中か

ら自らの成果を発表したい、

サークル内だけでなく他の人とも交流したいとい

う機運が高まり、利用者連絡会役員会のなかで「本

館まつり」実施にむけた検討が行われるようにな

る。1999 年 6 月の本館利用者連絡会において本

館まつり実施が確認され 9月に第１回本館まつ

りが開催された。

　本館まつりが実施されたことで、サークルをこ

えた交流の場である「まつり」とサークルが中心

となった学習会である「つどい」というようにそ

のあり方が明確となった。また、まつりへの参加

によってサークル活動が活性化するとともに、市

民同士の交流が深まっていく。まつりを通して

サークル間や職員との相互理解や協調がうまれ、

公民館活動の実践が地域へと広まっていく。本館

まつりが継続して開催されていくことで、地域や

市全体の文化を高め創り出していく契機となるで

あろう。

　7　公民館のまつり　

1　本館まつり
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（1）　だれでもなんでも展の経緯

1980（昭和 55）年利用者交流会にて職員側か

ら次の点が提案された。①地域の手づくりの文化

を育てるために　②サークルやグループの活動の

発表の場として　③出会いふれあいの場をめざし

　④公民館の活動を出来るだけ地域の人々に知っ

てもらうため、そして何よりも皆で一つのものを

作り出す経験を共有しながら、地域に働きかけて

いく力を利用者が持つ。そのネーミングも松林の

サークルやグループで活動している人が地域でこ

つこつ作ってきたものや、なかなか発表の機会が

無い方に是非お誘いしたら？とだれもが、気軽に

参加できるよう「だれでもなんでも展」と名づけ

られたと、松林分館 20 周年記念誌の中で書かれ

ている。

（２）　1997（平成 9）年から

　　　　　　　　　　2006（平成 18）年まで　

　その後「だれでもなんでも展」は回を重ねる中

で「１ 地域でこつこつと行なわれている文化的

な営みを掘り起し、繋げていく。２ その役割を

松林分館の利用者と地域の人々が担っていくこ

と。３ サークル、グループの活動や松林分館の

活動を地域に広げていくこと。」とまとめていま

す。

　単なる利用者の発表会とは違い、地域で行なわ

れている地道な文化的な営みを掘り起す作業と自

分たちの行っているサークル活動の中身を伝え合

うという相互の関係から、活動が地域に広がって

いき地域の目に触れにくい活動を引き上げ、横に

繋げていく位置づけを実行委員会で確認しなが

ら、毎年開催してきた。テーマ、呼びかけ文、ポ

スターは毎回実行委員会で深く論議されている。

テーマ一覧は別表の通りである。　

　ここ数年は、呼びかけ文の意義を検討し、テー

マだけに絞って行なわれている。

ポスター、チラシも当初は手づくりだったが、

最近はパソコンを活用したもので作られている。

実行委員会を開催し、その中で実行委員長1名、

副実行委員 2名を選出し、中心になって委員会

が進んでいく。実行委員も毎年一般募集し、個人

参加者を募っている。当日の展示や演示参加だけ

でなく、企画、運営に関わることは、住民自身の

手によって、文化の民主制と主体性を回復し、民

主的な行動能力や自治的能力を創り出す場になっ

ていくことを期待している。

　最近の参加数は初回に比べると、減少している。

2003 年度の延べ参加人数 1,832 名を頂点に翌年

は 431 名と激減したが、これは人数カウントの

年度 テーマ
1997（平成 9）年度 第 17回 ひろげよう、つなげよう　手づくりのよろこび
1998（平成 10）年度 第 18回 地域のWA　サークルのWA　手づくりのWA
1999（平成 11）年度 第 19回 創りあげる喜び・ささえあえるよろこび・わかちあえる喜び
2000（平成 12）年度 第 20回 ひろげよう、つなげよう　つくるよろこび
2001（平成 13）年度 第 21回 来て　見て　楽しく　なんでも展
2002（平成 14）年度 第 22回 みんな集まれ、なんでも展。広げて行こう人の輪を
2003（平成 15）年度 第 23回 なんでも展心をつなぐ小さな活動
2004（平成 16）年度 第 24回 なんでも展　たのしさ　かんどう　ぬくもりを
2005（平成 17）年度 第 25 回 なんでも展　みんなでつくる　小さな文化
2006（平成 18）年度 第 26回 さあ行こう！みんな一緒に松林へ

2　松林だれでもなんでも展
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方法が変わったものと思われる。多くの実行委員

が同じ仕事を担うので、実行委員会で改めて、役

員の役割や方法、役員の目印などを検討した。役

員の目印（名札）をつけることは、なんでも展に

来た方が、誰に声をかければいいのか、実行委員

はどこにいるのかがハッキリする。こうして、実

行委員会が新しい試みを取り入れ、なんでも展に

フラッと遊びに来た方が公民館松林分館を知っ

て、見て、体感してもらう良いきっかけとなって

いった。作品だけが館で披露され、本人が関わら

ずにいた時代と比較すると、なんでも展の創設に

掲げた「相互関係」「地域」「広がり」をもっとも

近い状況で展開されてきている。

　都市化とともに核家族が増え、地域社会のつな

がりが薄れてきたことを踏まえ、だれもが気軽に

参加できる集まりを続けていきたい。

白梅分館開館1年後の1981（昭和56）年、職員、

利用者もようやく落ち着き、利用者交流会におい

て、参加者の一人が「白梅分館で活動している人

が発表できる場を設けたらどうか」という発言が

契機となり、11 回の集まりをもって翌年 5月に

「白梅会館利用者発表会」（現：白梅まつり）が開

催された。

発表会の主旨は次のとおりである。

①日頃の各サークル活動の成果の発表の機会とす

る

②個々のサークルが同一目標に向かって活動する

ことにより、交流・親睦を深める機会

とする

③利用者発表会の準備から当日までの

過程を通して、人と人との出会いを広

げる

④熊川地域の市民の生活・文化創造の ”

ひろば ”になっていくようにする

　白梅まつりの特徴としてあげられる

のは、語らい茶屋（トークサロン）と称する話し

合いの場が継続的に設定されていることである。

これは熟年ひろばのメンバーが中心となり運営を

担い、利用者間の交流はもとより、地域に生活す

る市民に広く呼びかけ、話しあう機会としている。

　企画や運営についても、展示や演示などの発表

をするサークルだけでなく、駐輪場整理等の裏方

も含めてすべての利用サークルが役割を担えるよ

うに工夫をしている。

3　白梅まつり
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清水　特行
公民館と私―まつりをとおして―

第 2章　公民館 10年のあゆみ　　7　公民館のまつり

“ だれでもなんでも展 ”とは、なんと特徴のある親しみやすい名称でしょう。祭囃子の
面や笛を見よう見まねで趣味として作っていた私は、その名の示す気安さから、昭和62
年の第 8回から 11年続けて参加しました。平成５年には展示作品の獅子頭を用いて獅子
舞で演示にも参加しました。ここで多くの人々に出会い、参加することの喜びを知りまし
た。この経験から平成 3年に福生市民文化祭展示の部への参加がはじまり、現在も続け
て参加しています。
平成 11年にひょっとこ踊りの「福生ひょっとこひょうたん連」を公民館本館の登録団

体とし、活動をはじめました。翌年の平成 12年春のふっさ桜まつりに「ひょっとこひょ
うたん連パレード」をし、以後、毎年参加し続けています。この催し物に参加することに
より、いくつもの団体や地域の多くの人々に出会い、つながりを持ち、協力し合って、喜
びをともに分かち合うことができるようになりました。
平成 13年には公民館講師派遣事業として瑞穂ひょっとこ連の尾作映江氏を講師に「ひ

ょっとこ踊り教室」が開かれました。
現在では、公民館本館で「福生ひょっとこ連」として活動をしています。ふっさ桜まつり、

本館まつり、市民文化祭をはじめ各種老人介護施設の慰問、町内会の夏祭り、瑞穂サマー
フェスティバルや産業まつり等に参加しています。
公民館でのひょっとこ踊りの活動が、「まつり」という地域の催し物への参加となり、

そこから多くの人々との出会いが生まれています。私たちの活動は、地域の人々の理解と
協力があって支えられていることを実感しています。
平成 16年の第 6回本館まつりから、まつりの最後のエンディングで、福生に伝わる木

遣りが唱和されるようになりました。木遣りは、福生やその近辺では、祭礼の山車を曳く
ときに、ほんのわずかな地域で聞くことができるくらいです。本館まつりで、この木遣り
を唱和した方々が、それぞれの地域の催し物や祝い事の席で歌い、その地域に伝えていく
ことができたらすばらしいことではないでしょうか。
ひょっとこ踊りが真に地域に根ざし、多くの人々のものとなるよう、公民館での活動

を通して努力してまいりたいと思います。
公民館では、多くのサークルのたくさんの方々が、様々な事柄の学習に取り組み、「公

民館のつどい」では、いろいろな意見を聞き、いろいろな知識を学ぶことができます。「つ
どい」に参加することにより、自分の物の見方や考え方を深めたり、広げたりすることが
できました。「つどい」終了後はいつも充実した気持ちで公民館の会場を後にすることが
できます。
私にとって公民館は、地域の人々と私を結んでくれる太いパイプの役割をしてくれて

います。公民館での活動が地域の多くの人との出会いを生み、この出会いが新たなつなが
りとなり、ともに喜びを分かち合うことができます。そして、このことが更なる活動の励
みとなっています。今では、公民館での活動が私の生活の中で大切な部分となっています。
多くの人々に支えられて公民館で活動できますことに感謝しています。
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1997( 平成 9）年度
講座名 実施期間 人数 内容 主催

第 17回 
だれでもな
んでも展

10月 25 日
1491

展示：絵画、陶芸、写真、七宝焼、水彩画 
演示：映画、マジック
喫茶コーナー 松林

10月 26 日
展示：絵画、陶芸、写真、七宝焼、水彩画 
演示：映画、マジック、大正琴、新舞踊、剣詩舞、コーラス 
喫茶コーナー

第 16回 
白梅まつり

5月 24 日

450

展示のひろば：生花、陶芸、手描き染め、書道、子ども絵画、山歩きの会、
野草観察会、木彫、レザークラフト、ヨガの会、パッチワーク 
お茶席

模擬店　　作ってあそぶ 白梅

5月 25 日
展示のひろば：生花、陶芸、手描き染め、書道、子ども絵画、山歩きの会、
野草観察会、木彫、レザークラフト、ヨガの会、パッチワーク

演示のひろば：民踊、民謡、詩吟、三味線、大正琴、コーラス、社交ダン
ス　　　語らい茶屋　　模擬店　　バザー

1998（平成 10）年度
講座名 実施期間 人数 内容 主催

第 18回 
だれでもな
んでも展

10月 24 日
1447

展示：木工作品、絵画、陶芸、写真、七宝焼、造花、水彩画、水墨画、絵
手紙

演示：映画、マジック　　喫茶コーナー 松林
10月 25 日

展示：木工作品、絵画、陶芸、写真、七宝焼、造花、水彩画、水墨画、絵
手紙

演示：映画、マジック、大正琴、剣詩舞、コーラス　　　喫茶コーナー

第 17回 
白梅まつり

5月 23 日

500

展示のひろば：生花、陶芸、手描き染め、書道、子ども絵画、山歩きの会、
野草観察会、木彫、水墨画、藤細工、手芸、ヨガポーズ 
模擬店　　アニメ映画会　　人形劇

白梅
5月 24 日

展示のひろば：生花、陶芸、手描き染め、書道、子ども絵画、山歩きの会、
野草観察会、木彫、水墨画、藤細工、手芸、ヨガポーズ

演示のひろば：民謡、詩吟、大正琴、コーラス、社交ダンス、太極拳 
語らい茶屋　　影絵劇　　お茶席　　模擬店　　バザー

1999（平成 11）年
講座名 実施期間 人数 内容 主催

第１回 
本館まつり 
「ぱーっとい
こうよ・お
好み祭り」

9月 11 日
888

演示部門：オカリナ、股旅舞踊、児童合唱、草笛
展示部門：パッチワーク、ステンドグラス、生花、篆刻、書道、絵手紙、
デコパージュ、サークル活動ＰＲ、マスコット作り体験、絵手紙体験

模擬店部門　　子ども映画会 本館

9月 12 日
演示部門：草笛、コーラス、社交フラダンス、フラダンス、コーラス、股
旅舞踊、ジャズダンス、カラオケ

展示部門　　模擬店部門　　子ども映画会

第 19回 
だれでもな
んでも展

10月 23 日

1154

展示：木工作品、絵画、陶芸、手芸、七宝焼、造花、水彩画、水墨画、絵
手紙

演示：映画、マジック　　喫茶コーナー
松林

10月 24 日
展示：木工作品、絵画、陶芸、写真、七宝焼、造花、水彩画、水墨画、絵
手紙

演示：映画、大正琴、コーラス、剣詩舞、民謡、マジック、みんなで歌お
う　　喫茶コーナー

第 18回 
白梅まつり

5月 22 日
550

展示のひろば：書道、陶芸、生花、手描き染め、パッチワーク、水墨画、
植物写真、木彫り、子ども創作絵画

模擬店　　アニメ映画会　　作ってあそぶ　　野鳥なんでも相談
お茶席 白梅

5月 23 日
展示のひろば　　模擬店　　作ってあそぶ　　野鳥なんでも相談 
トークサロン　　影絵劇　　バザー　　親子ゲートボール 
演示のひろば：民謡、詩吟、コーラス、社交ダンス、太極拳
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2000（平成 12）年度
講座名 実施期間 人数 内容 主催

第 2回 
本館まつり

7月 8日
1050

演示部門：オカリナ、股旅舞踊、児童合唱、草笛、新舞踊、ジャズ演奏、ひょっ
とこひょうたん踊り

展示部門：パッチワーク、ステンドグラス、生花、篆刻、書道、絵手紙、
デコパージュ、サークル活動ＰＲ、マスコット作り体験、絵手紙体験

模擬店部門　　子ども映画会 本館

7月 9日
演示部門：草笛、コーラス、社交ダンス、フラダンス、コーラス、股旅舞踊、
ジャズダンス、カラオケ、リコーダー、吹奏楽

展示部門　　模擬店部門　　子ども映画会　　広報部門

第 20回 
だれでもな
んでも展

10月 21 日

1226

展示：木工作品、絵画、陶芸、手芸、七宝焼、造花、水彩画、水墨画、折
紙

演示：映画、マジック　　喫茶コーナー
松林

10月 22 日
展示：木工作品、絵画、陶芸、写真、七宝焼、造花、水彩画、水墨画、折
紙

演示：映画、大正琴、剣詩舞、コーラス、マジック、みんなで歌おう 
喫茶コーナー

第 19回 
白梅まつり

5月 20 日
490

展示のひろば：書道、陶芸、生花、パッチワーク、水墨画、植物写真、木彫、
レザークラフト、子ども創作絵画、盆栽

模擬店　　アニメ映画会　　作ってあそぶ 白梅
5月 21 日

展示のひろば　　模擬店　　トークサロン　　バザー　　作ってあそぶ 
演示のひろば：大正琴、民謡、詩吟、コーラス、草笛、太極拳 
お茶席

2001（平成 13）年
講座名 実施期間 人数 内容 主催

第 3回 
本館まつり

7月 7日
950

演示部門：コーラス、フラダンス、股旅舞踊、児童合唱、草笛、新舞踊、
ウクレレ

展示部門：パッチワーク、ステンドグラス、生花、篆刻、書道、絵手紙、ストー
ンペインティング、デコパージュ、サークル活動ＰＲ、篆刻体験、絵手
紙体験

模擬店部門　　子ども映画会
本館

7月 6日
演示部門：リコーダー、草笛、ひょっとこひょうたん踊り、吹奏楽、フラ
ダンス、股旅舞踊、カラオケ、ジャズダンス

展示部門　　模擬店部門　　広報部門

第 21回 
だれでもな
んでも展

10月 20 日

1226

展示：木工作品、絵画、陶芸、手芸、七宝焼、造花、水彩画、水墨画、折
紙

演示：映画、マジック　　喫茶コーナー
松林

10月 21 日
展示：木工作品、絵画、陶芸、写真、七宝焼、造花、水彩画、水墨画、折
紙

演示：映画、大正琴、剣詩舞、コーラス、マジック、みんなで歌おう 
喫茶コーナー

第 20回 
白梅まつり

6月 2日
480

展示のひろば：書道、陶芸、生花、パッチワーク、水墨画、野の花写真、
花の絵、子ども創作絵画、トールペイント、盆栽、小地域福祉活動展

模擬店・バザー　　アニメ映画会　　作ってあそぶ 白梅
6月 3日

展示のひろば　　模擬店・バザー　　トークサロン　　作ってあそぶ 
演示のひろば：詩吟、民踊、民謡、コーラス、太極拳
お茶席

2002（平成 14）年
講座名 実施期間 人数 内容 主催

第 4回 
本館まつり

7月 7日
880

演示部門：ジャズダンス、コーラス、フラダンス、股旅舞踊、児童合唱、草笛、
新舞踊、ひょっとこひょうたん踊り

展示部門：パッチワーク、ステンドグラス、生花、篆刻、書道、絵手紙、ストー
ンペインティング、デコパージュ、サークル活動ＰＲ、篆刻体験、フラワー
バスケット体験

模擬店部門　　子ども映画会
本館

7月 8日
演示部門：リコーダー、草笛、吹奏楽、フラダンス、股旅舞踊、カラオケ、
ジャズダンスビデオ、ウクレレ

展示部門　　模擬店部門
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第 22回 
だれでもな
んでも展

10月 19 日
1758

展示：陶芸、水墨画、金属工芸、七宝焼、竹細工、手芸、押し絵、書 
演示：映画、マジック　　喫茶コーナー

松林
10月 20 日

展示：陶芸、水墨画、金属工芸、七宝焼、竹細工、手芸、押し絵、書 
演示：映画、大正琴、剣詩舞、コーラス、マジック、みんなで歌おう 
喫茶コーナー

第 21回 
白梅まつり

6月 1日
620

展示のひろば：書道、陶芸、生花、パッチワーク、花の絵、水墨画、野の
花写真、子ども創作絵画、トールペイント、藤細工、盆栽、小地域福祉
活動展、ハイキング活動展

模擬店・バザー　　お茶席　　アニメ映画会 白梅

6月 2日 展示のひろば　　模擬店・バザー　　作ってあそぶ　　ゲート通し遊び 
演示のひろば：詩吟、民踊、民謡、コーラス、太極拳、社交ダンス

2003（平成 15）年
講座名 実施期間 人数 内容 主催

第 5回 
本館まつり

7月 5日
910

演示部門：草笛、カラオケ、フラダンス、コーラス、新舞踊、児童合唱 
展示部門：パッチワーク、ステンドグラス、篆刻、書道、絵手紙、ストー
ンペインティング、デコパージュ、フラワーバスケット、絵手紙、サー
クル活動ＰＲ、篆刻体験、フラワーバスケット体験、絵手紙体験

模擬店部門　　子ども遊び部門 本館

7月 6日
演示部門：演劇、リコーダー、コーラス、草笛、吹奏楽、社交ダンス、股
旅舞踊、舞踊、カラオケ、ウクレレ、ジャズダンス

展示部門　　模擬店部門　　子ども遊び部門

第 23回 
だれでもな
んでも展

10月 18 日

1832

展示：陶芸、水墨画、金属工芸、水彩画、油絵、竹細工、手芸、押し絵、
書

演示：映画、マジック　　喫茶コーナー
松林

10月 19 日
展示：陶芸、水墨画、金属工芸、水彩画、油絵、竹細工、手芸、押し絵、
書

演示：映画、大正琴、剣詩舞、コーラス、マジック、みんなで歌おう 
喫茶コーナー

第 22回 
白梅まつり

6月 7日
802

展示のひろば：書道、陶芸、生花、パッチワーク、水墨画、花の絵、子ど
も創作絵画、トールペイント、絵手紙、盆栽、俳句、小地域福祉活動展、
自然観察野外活動展

模擬店・バザー　　お茶席　　人形劇 白梅

6月 8日 展示のひろば　　模擬店・バザー　　やってみよう・ふれてみよう 
演示のひろば：民踊、民謡、コーラス、リコーダー、囃子、太極拳

2004（平成 16）年度
講座名 実施期間 人数 内容 主催

第 6回 
本館まつり

7月 3日
880

演示部門：社交ダンス、フラダンス、カラオケ、新舞踊、コーラス 
展示部門：パッチワーク、篆刻、書道、デコバージュ、絵手紙、イラストマッ
プ、フラワーバスケット、絵手紙体験、サークル活動ＰＲ

模擬店部門　　子ども遊び部門 本館

7月 4日
演示部門：リコーダー、マジック、ひょっとこ踊り、吹奏楽、ウクレレ、草笛、
演劇、カラオケ、股旅舞踊、フラダンス、ジャズダンス

展示部門　　模擬店部門　　子ども遊び部門
第 23回 
だれでもな
んでも展

10月 16 日
～１７日 431

展示：篆刻、切り絵、ビーズ、七宝焼、水彩画、ステンドグラス、人形、
竹細工、造花、金属工芸

演示：マジック、大正琴、剣詩舞、コーラス　　模擬店
松林

第 24回 
白梅まつり

6月 5日
1030

展示のひろば：書道、陶芸、生花、パッチワーク、水墨画、子ども創作絵画、
トールペイント、絵手紙、盆栽、俳句、ハイキング展、福祉ボランティア展、
野の花野外写真展、ビーズ、レザークラフト、熊川分水写真展

模擬店・バザー　　やってみよう・ふれてみよう　　お茶席　　人形劇 白梅

6月 6日
展示のひろば　　模擬店・バザー　　やってみよう・ふれてみよう 
演示のひろば：民踊、コーラス、大正琴、朗読、お囃子、社交ダンス、
太極拳
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2005（平成 17）年度
講座名 実施期間 人数 内容 主催

第 7回 
本館まつり

6月 11 日
860

演示部門：草笛、コーラス、カラオケ、リコーダー、日本舞踊、フラダンス、
手品、ウクレレ

展示部門：パッチワーク、書道、デコバージュ、絵手紙、イラストマップ、
活動写真展示

模擬店部門　　子ども遊び部門 本館

6月 12 日
演示部門：邦楽、吹奏楽、大衆劇、ひょっとこ踊り、ウクレレ、カラオケ、
フラダンス

展示部門　　模擬店部門　　子ども遊び部門

第 25回 
だれでもな
んでも展

10月 15 日
～１6日 431

展示：篆刻、切り絵、ビーズ、七宝焼、水彩画、陶芸、ステンドグラス、
竹細工、造花、金属工芸、わらじ作り実演、書、絵本

演示：紙芝居、読み聞かせ、マジック、風船遊び、大正琴、剣詩舞、コーラス、
童謡

模擬店

松林

第 24回 
白梅まつり

6月 4日

1113

展示のひろば：書道、陶芸、生花、パッチワーク、水墨画、子ども創作絵画、
トールペイント、絵手紙、盆栽、俳句、福祉ボランティア展、熊川分水
写真展

模擬店・バザー　　やってみよう・ふれてみよう　　お茶席 
子ども音楽ひろば 白梅

6月 5日
展示のひろば　　トークサロン　　模擬店・バザー
やってみよう・ふれてみよう
演示のひろば：民踊、コーラス、新舞踊、マジック、朗読、お囃子、社交
ダンス、太極拳

2006（平成 18）年
講座名 実施期間 人数 内容 主催

第 8回 
本館まつり

7月 8日
950

演示部門：草笛、コーラス、カラオケ、児童合唱、日本舞踊、リコーダー、
フラダンス、ウクレレ

展示部門：パッチワーク、書道、デコバージュ、絵手紙、イラストマップ、
フラワーバスケット

模擬店部門 本館

7月 9日
演示部門：社交ダンス、三味線、リコーダー、マジック、吹奏楽、草笛、ひょっ
とこ踊り、ウクレレ、カラオケ、演劇

展示部門　　模擬店部門　　子ども遊び部門

第 26回 
だれでもな
んでも展

10月 21 日
～ 22日 723

展示：篆刻、切り絵、水彩画、陶芸、ステンドグラス、竹細工、造花、押し絵、
手芸、編み物、折り紙、絵、私製本、アクリルたわし、山車、かご、ぽっ
くり、生花、写真、金属工芸、書、苗種プレゼント、篆刻体験

演示：マジック、映画上映、大正琴、剣詩舞、コーラス、童謡、ひょっと
こ踊り

模擬店

松林

第 25回 
白梅まつり

6月 3日

1287

展示のひろば：書道、陶芸、生花、パッチワーク、水墨画、子ども創作絵画、
トールペイント、絵手紙、盆栽、俳句

模擬店・バザー　　やってみよう・ふれてみよう　　お茶席
白梅

6月 4日
展示のひろば　　トークサロン　　模擬店・バザー
やってみよう・ふれてみよう 
演示のひろば：民踊、コーラス、オカリナ、マジック、朗読、お囃子、
社交ダンス、太極拳
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　公民館のつどいは昭和 57 年 7 月にはじまり、

平成 18 年度で 25 回を数える。年 1回、公民館

を利用する市民を中心に実行委員会が組織され、

取り組みがなされてきた。

　第 1回公民館のつどいは公民館利用者の交流

をめざし、イベント的なものが中心であったが、

2回目以降、分科会を中心に分科会報告や交流で

構成されたものが継続されている。

　20 周年記念誌のまとめによれば、第 1回から

5回（昭和 61 年度）までは学習や交流が混在し

ていた時期、第 6回から 12 回（平成 5年度）は

話し合いや学習会の形式を中心とした時期、第

13 回から第 16 回（平成 9年度）は分科会重視、

講演会の採用」という区分けをしている。それに

ならえば 20 周年記念事業と同時開催の第 16 回

とその流れの 17 回は学習と交流が混在している

が、それ以降、第 25回（2006（平成 18）年度）

までは全体会＋分科会中心の公民館のつどいとい

うことができる。とりわけ、分科会については、

企画、運営について提案制をとり、継続した分科

会テーマのもとで、年度を越えて学びを積み上げ

てきた。分科会の中身で広く市民にひろげてきた。

このことはとても大事な視点である。

しかしながら、なぜその分科会が必要か？　

という論議が実行委員会の中でなかなかできてい

ない状況があった。もちろん、一つの分科会を行

うためには中心になって担う方々（それが現状で

は単独のサークルの場合が多い。）が必要ではあ

る。けれども、そのことが逆に企画担当に「お任せ」

になってしまい、各分科会の経過を報告しあうに

とどまってしまい、サークルの枠を越えて、共に

つくりあげていくということが実行委員会の中で

できにくくなっているように見受けられる。

　また、公民館３館（本館、松林、白梅）合同で

の分科会が 16 回、17 回の高齢者活動、21 回、

22 回の利用者連絡会・交流会で行われているが、

23回以降その動きは出ていない。

　その背景には実行委員がどのような動機で実行

委員会に参加しているのかが、大きく影響してい

るのではないかと考える。

白梅ではつどいに関わる実行委員を利用者交

流会で人選し、白梅の代表として送り込んでいる

が、本館や松林の場合は各サークルの代表という

位置づけで、主にサークルの活動内容や課題を分

科会の企画として立ち上げ、みんなで学び合って

いきたいという要求から実行委員会に参加してい

る場合が多い。もちろんの利用者連絡会・交流会

の役員は実行委員会に参加しているが、特に本館

の場合は利用者連絡会の役員として、というきち

んとした位置づけではない。

どのようなつどいにしていくかを 3館の利用

者がつながり、考えあうという方々と分科会の企

画・実施を目指している方々とで、実行委員会へ

の関わりの温度差があり、テーマ設定や分科会企

　8　公民館のつどい　

公民館のつどいの 10年

公民館のつどいの趣旨
１　出会い、知り合い、交流していくために、
各分野をこえた交流の場としていきたい。

2　公民館で活動することの意味を考えていき
たい。

3　活動し、交流し合う中で、生活や地域の課
題を共有化していきたい

4　つどいがひとつのきっかけになって、後に
横につながりあえる場を持ち続けていきたい
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画に実行委員会の合意を積み重ねる作業がないが

しろになっているような状況が散見されてきてい

る。

　30 年の域を出てしまうが、第 26 回はどのよ

うなつどいにしていくか、ということを徹底して

話し合い、テーマ設定の議論をし、新たな市民の

糾合を目指し、３館が一つのテーマのもと全体会

のみという形でつどいを作り上げていった。分科

会についてはサークル自主企画とし、つどいの枠

内には位置づけなかった。反省会では、あらため

てテーマづくりから実行委員会で課題を出し合

い、議論を積み上げる作業がとても大事なことで

あり、分科会もテーマに沿った形で提起すること

が必要であると確認できたと思う。もちろん分科

会を継続して行い、学習が積み上がることも非常

に大事な視点だが、それをつどいに位置づけるか

どうかは次年度の実行委員会の判断であろう。

　四半世紀を経た公民館のつどいが、改めて「つ

どい、出会い、広がる、結ぶ」ということを考え

ていく時期ではないだろうか。

　

　以下、平成 9年度から 18 年度までの 10 年間

を簡単に振り返ることとする。詳細については各

年度の記録集を御参照されたい。

 

第 16回公民館のつどい　1997（平成 9）年 9月 14日（日）
＊開館 20周年記念事業と合わせて実施

テーマ「つどいからひろげよう　大きな輪」　　実行委員長　有井節子

分科会（午前 10時～正午）
テーマ 司会 事例発表者 助言者 記録

高齢者活動と公民館「新たな出会い
と膨らみと、これからの高齢者活動
の展開に向けて」（担当：寿市民ひろば）

前田保治
（語らいの広場）

重見通明
（熟年ひろば）

各サークル
代表

立川愛雄
（熟年ひろば）

田中清之
永井枡美

（語らいの広場）

「国際交流～本音で語るふっさ　日本
の常識・世界の常識」（担当：ゆうあいふ
っさ）

秋山浩子
（ゆうあいふ

っさ）
山崎笑子

（ゆうあいふっさ）

障害者と共に歩むまちづくり～まわ
りから見た福生」

佐藤　幹
山下一眞
（友の会）

野口利男
（ケアサービス

いずみ）

土屋真由美
（にじのはらっぱス

タッフ）

「女の本音で　エンターテイメント　
パートＩ」（担当：福生市女性問題連絡会）

石橋初子
（福生市女性問

題連絡会）

内田典子
（新座市公民館

職員）

薄田公子
（職員）

「教育問題　今、子どもたちは…」（担当：
自由の風・民主的な教育をつくる市民の会）

吉崎頼子
（自由の風・民
主的な教育をつ
くる市民の会）

玉利明義
（子どもの権利
条約を進める

会）

伊藤則子
（自由の風……）

「公運審ってなあ～に」（担当：七味とう
がらし）

滝沢昭子
（七味とうがら

し）

中村けい子
（福生市公運審）

中野寅男
（保谷市公運審）

田中加代
（七味とうがらし）

展示「生け花、パッチワーク、公運審コーナー、囲碁コーナー」（午前 10時から午後 4時 30 分）

模擬店「スリランカカレー、ジャガイモのお焼き、レモンパイ、クッキー、バターロール、紅茶、野点」

（正午から）

野外交流会「あいさつ、分科会報告会、演示（吹奏楽、フラダンス、女の本音でエンターテイメント、

南京たますだれ、沖縄芸能、社交ダンス、新舞踊、コーラス、フィナーレ）（午後零時30分から4時 30分）
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◆実行委員会
回 日時 内容 参加者
1 5/30（金）

19:30-
昨年度を振り返る。今年度のつどい検討。予算確認。正副実行委員長選
出。実施日の決定。つどい全体構成検討・決定。アンケート実施の決定。

19名 
（18 団体）

2 6/17（火）
19:30-

アンケートの結果をもとに参加団体吸い上げ。構成検討。交流会検討。
他

14名 
（13 団体）

3 6/27（金） 
19:30- 分科会企画の提案。演示・展示希望団体吸い上げ。他 14名 

（14 団体）
4 7/12（土） 

19:30-
名称決定。分科会企画の提案・決定。交流会検討。手話通訳検討・決定。
他

10名 
（10 団体）

5 7/25（金） 
19:30- キャッチフレーズ決定。各分科会から報告。交流会検討。予算確認。他 12名 

（12 団体）
6 8/5（火） 

19:30- 各分科会から報告。交流会報告。手話通訳確認。招待者決定。他 12名 
（13 団体）

7 8/23（土） 
19:30-

分科会確認。助言者等昼食検討。交流会報告。当日の役割分担検討。手
話通訳確認。他

11名 
（11 団体）

8 9/9（火） 
19:30- 分科会最終確認。雨天時の体制決定。役割分担確認。他 13名 

（14 団体）
9 9/18（木） 

19:30- 反省会（振り返り。手話通訳配置要望。文化祭との違い検討。他） 15名 
（13 団体）

第 16 回公民館のつどいは公民館開館 20 周年の年にあたり、開館 20 周年記念事業を合わせたもの

になっている。例年の分科会形式に加え、屋外交流会（分科会報告会、演示）、展示、模擬店等を盛大

に実施している。横田基地のカーニバルと日程が重なったため、カーニバル来場者が足をとめて見入っ

ているなど、大勢の観客でにぎわった。なお、この年度は10月から冷暖房機器の更新が予定されていた。

第 17回公民館のつどい　1998（平成 11）年 1月 10日（日）
テーマ「みんなが集う公民館　あなたも私も主人公」  実行委員長　田中加代

◇全体会（講演会）　午前 10時から正午
テーマ 司会 事例発表者 話題提供者 記録

まじめに話そう～あなたと私のゴミ
問題～ 伊東律子 雨宮敬子 佐々木京子

井上日出夫

◇分科会　午後 1時から 4時
テーマ 司会 事例発表者 助言者 記録

「子どもと大人の社会」～いま、子
ども達は遊んでいる？遊ばされてい
る？子育てを見直そう～（企画：松林
分館利用者交流会）

高崎文江
（シュガー）

新井有紀子
（おもちゃ箱）

園田とき
（西久保保育園元園

長）

（おもちゃ箱・も
もたろう）

わたしたちの「まなび」があぶない！
（企画：七味とうがらし） 中根　浩 滝沢昭子 朝岡幸彦（東京

農工大） 田中加代
高齢化社会と人間関係づくりについ
て（企画：公民館 3館合同） 前田保治 澤田　実 永井枡子

田中清子
障害者と共に歩むまちづくり～車い
すを体験してみよう！乗ってみて気
づくこと、介助してみて気づくこと
～

佐藤　幹
山下一眞

高崎賢啓
林　美幸
鈴木聡子

本木美登里

みんなで知ろう！語ろう！「介護保
険」（企画：白梅分館利用者交流会）

伊東静一
（白梅分館職員）

万沢せつ子
（医療機関職員）

細谷幸子
（白梅職員）

◇交流会「あいさつ、分科会報告、演示（太極拳、社交ダンス、コーラス、沖縄芸能、フラダンス）」

午後 4時 15 分から 5時 30 分

◇展示「本館利用者連絡会コーナー」（1月 9日～ 15日）　＊展示マップの作成
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◇体験コーナー「ステンドグラス」午前 10時～正午、午後 1時～ 3時

＊クッキーつくり交流会　当日のお茶うけのため、調理室利用サークルを中心にクッキーづくりを行った。
◆実行委員会
回 日時 内容 参加者
1 7/2（木） 

19:30- 今年度のつどいについて検討。予算確認。実施日の決定。 6名 
（6団体）

2 7/16（木） 
19:30- 正副実行委員長候補選出。内容の検討。 11名 

（10 団体）
3 8/11（火） 

19:30- 正副実行委員長選出。つどいの企画検討。アンケート実施の決定。他 10名 
（10 団体）

4 9/6（日） 
10:00-

アンケートをもとにキャッチフレーズ決定。ポスター募集決定。参加団
体の希望集約（分科会・展示・演示）。全体会の検討

13名 
（11 団体）

5 9/26（土） 
19:30-

つどい全体構成の決定。各分科会から報告。演示検討。各部門連絡員の
決定。手話通訳確認。

10名 
（10 団体）

6 10/29（木） 
19:30- 各部門（分科会・展示・全体会・演示と交流会）の報告。他 10名 

（7団体）
7 11/21（土） 

19:30-
各部門（分科会・展示・全体会・交流会）から報告、招待者決定。手話
通訳確認。他

9名 
（8団体）

8 12/3（木） 
19:30- ポスター決定。各部門（分科会・展示・全体会・演示・交流会）から報告。 8名 

（6団体）
9 12/17（木 

19:30-
各部門（展示・交流会・分科会）から報告、手話通訳確認。予算確認。
他

9名 
（9団体）

10 1/15（金） 
19:30- 反省会（振り返り。手話通訳。他） 15名 

（13 団体）

　第 17回はあらためて公民館 3館（本館、松林、白梅）の利用者が出会い、集うことを確認した。各館コー

ナーの企画を持ち寄り、全体でアンケートをとり意見を集約しながらキャッチフレーズを作り上げた。全

体会、分科会とともに展示、演示（交流を基本に）が行われた。東京都公民館研究大会の会場市を福生が

担当したことから、日程を 1月にずれして実施している。

第 18回公民館のつどい　1999（平成 11）年 11月 21日（日）午前 9時 50分から午後 5時
テーマ　出会い、知り合い、学び合い　今年もおいでよ公民館へ　　実行委員長　滝沢昭子

◇開会式　あいさつ　午前 9時 50 分から 10時

◇全体会　午前 10時から正午
テーマ 司会 事例発表者 助言者 記録

サークルがたのしければ　公民館な
んてどうでもいい。ホント !? 田中加代 島田修一

（中央大学）
伊東静一

（白梅分館職員）

◇分科会　午後 1時から 4時
テーマ 司会 事例発表者 助言者 記録

「あってよかった公民館」
（企画：本館利用者連絡会） 有井節子

高橋登志江
（ゆうあいふっさ）

木澤笑子
（ロミの会他）
中村幸一

（福生園芸喜楽会
他）

杉山行男
（福生アマチュア

無線クラブ）

島田修一
（中央大学）

井上日出夫
（本館職員）

みんなで聞きたい知りたい、介護保
険（企画＝白梅利用者交流会）

伊東静一
（白梅分館職員）

小林昌男
（福生市介護保険

化職員）

細谷幸子
（白梅分館職員）
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若い人と老人の交流・世代を越えて
ー家族をとおして考えるー
（企画：松林利用者交流会）

清水初代
（松林分館職員）

（コールコスモス、
ももたろう・おも

ちゃ箱）

白井　愼
（東京少年少女セ

ンター）

高崎文江
（シュガー）

女らしさ男らしさってなーに？－課
外授業ようこそ先輩　田嶋陽子編を
見てー（企画：ふっさ女性フォーラムをす
すめる会）

石橋初子
（ふっさ女性フォ
ーラムをすすめる

会）

岩井美代子
（アサーティブネ
ストレーナー）

村田友美
（本館職員）

地方分権と市民の力
（企画：七味とうがらし）

秋山典子
（七味とうがらし）

辻　浩
（社会事業大学）

久保　淳
（本館職員）

障害者からのメッセージ～出会お
う、知り合おう～（企画：障害者と共に
歩むまちづくり分科会実行委員会）

高崎賢啓
岩尾健司、加
藤真弓、関根
範明、高崎賢

啓

佐藤克年
（本館職員）

高齢者問題「水と健康」
（企画：寿市民ひろば実行委員会） 重見通明

松井永一
（西東京雑学大

学）

田中孝治
（松林分館職員）

◇分科会報告会　午後 4時 20 分から 4時 55 分

◇閉会式　あいさつ　午後 4時 55 分から午後 5時
◆実行委員会
回 日時 内容 参加者
1 7/2（金） 

19:30- つどい趣旨確認。実施日の決定。他 5名 
（5団体）

2 7/11（金） 
19:30- 正副実行委員長候補選出。企画・内容の検討。他 5名

3 7/25（日） 
19:30-

正副実行委員長選出。趣旨の確認。全体会検討。前年度のアンケートを
読む。アンケート実施の決定。

9名 
（8団体）

4 8/11（水 
19:30-

アンケートをもとにテーマ・全体会テーマ決定。分科会募集を確認。ポ
スターチラシ依頼。他

7名 
（6団体）

5 9/15（水） 
19:30- 分科会企画の吸い上げ。全体会検討。広報検討。手話通訳確認。予算確認。 10名 

（9団体）
6 10/2（土） 

19:30-
各分科会から報告。全体会検討。招待者・招待状等検討・決定。手話通
訳確認。

8名 
（8団体）

7 10/21（木） 
19:30-

各分科会から報告。分科会会場決定。予算等確認。全体会検討。手話通
訳確認。役割分担検討・決定。他

13名 
（12 団体）

8 11/9（火） 
19:30- 各分科会から報告、全体会の検討・決定。他 7名 

（5団体）
9 11/17（水） 

19:30- 分科会最終確認、手話通訳確認。役割分担確認。他 10名 
（8団体）

10 12/15（水） 
19:30- 反省会（振り返り。保育の要望。他） 8名 

（7団体）

　今回もアンケートを実施し、分科会、全体会の内容について意見を集約した。全体会は参加者全員が

質問に対するイエス＆ノーカードを掲げ、それについての話し合いと利用者からのレポート、助言者の

まとめである。

第 19回公民館のつどい　　　　2000（平成 12）年 11月 25日（土）午前 10時から午後 5時
テーマ　出会って　学んで　公民館をたのしもう 実行委員長　田中加代

◇全体会　午前 10時から正午
テーマ 司会 事例発表者 助言者 記録

出会って、学んで、公民館を楽しも
う 田中加代 島田修一

（中央大学） 青海伸一
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◇分科会　午後 1時から 4時
テーマ 司会 事例発表者 助言者 記録

「あってよかった公民館パート II」
（企画：本館利用者連絡会） 有井節子

新井有紀子
（いちごクラブ）
萩原恵利子

（福生フレンドシ
ップサークル）
鳥居由幸

（福生市音楽愛好
者連絡会）

島田修一
（中央大学）

井上日出夫
（本館職員）

みんなで知りたい介護保険～老いて
も安心して住み慣れた地域で生活す
るには（企画＝松林利用者交流会）

佐々木京子
（サークルシュガ

ー）

渡辺良郎・小
林昌男（福生
市介護保険課職

員）

鈴木紀美子
（松林健康体操ク

ラブ）

現在のサークル活動を見直そう
（企画：白梅利用者交流会）

横田理絵・柴
崎有紀（サーク
ルあんぱんまん）

奥田泰弘
（中央大学）

小暮・渋谷・
平岡（サークル
こすもす）、片
岡（おかし座）

わたしは誰のもの？～わたしのカラ
ダはわたしのもの（企画：ふっさ女性フ
ォーラムをすすめる会）

石橋初子
（ふっさ女性フォ
ーラムをすすめる

会）

岩井美代子
（アサーティブネ
ストレーナー）

林　美幸（福
生女性フォーラ
ムをすすめる

会）、村田友美
（本館職員）

しなやかにたくましく市民力
（企画：七味とうがらし）

中根　浩
（七味とうがらし）

話題提供　
野澤久人
（福生市長）

久保　淳
（本館職員）

障害者が自力で外出できるか？
（企画：障害者と共に歩むまちづくり分科会
実行委員会）

高崎賢啓
佐藤　幹
本木美登里

百瀬友康

◇報告会　午後 4時 15 分から 5時
◆実行委員会
回 日時 内容 参加者
1 5/30（火） 

19:30- 趣旨確認。実施日決定。他 24名 
（17 団体）

2 6/20（火） 
19:30-

正副実行委員長選出。趣旨確認。テーマ検討・決定。企画・内容検討。
他

16名 
（14 団体）

3 7/18（火） 
19:30- 趣旨確認。つどい全体構成の検討・決定。分科会企画の提案。他 15人 

（13 団体）
4 8/29（火） 

19:30- 分科会企画の提案・決定。PR検討。全体会検討。 19人 
（18 団体）

5 9/19（火） 
19:30- 各分科会から報告。全体会検討。手話通訳確認。他 19名 

（16 団体）
6 10/28（土） 

10：00-
各分科会から報告、全体会検討・決定。手話通訳確認。PR、役割分担検討。
他

19名 
（14 団体）

7 11/18（木）
19:30- 役割分担確認。各分科会から報告。他 9名 

（6団体）
8 12/12（火） 

19:30- 反省会（振り返り。来年度の実施を確認。日程の検討。） 12名 
（11 団体）

　全体会は前年のイエス＆ノーカード方式を継続し、グループに分かれての話し合い、助言者のまとめを

行った。

第 20回公民館のつどい　　2001（平成 13）年 11月 17日（土）
テーマ見たい　聞きたい　発言したい　まちづくりの主役は私たち 実行委員長　石橋初子

◇全体会　午前 10時から正午

「見たい　聞きたい　発言したい　まちづくりの主役は私たち」
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東京都公民館連絡協議会で作製したビデオ映画「轍（わだち）」を見た後、二つのグループに分かれて

話し合いを行った。司会　滝沢昭子（七味とうがらし）　記録　久保　淳（本館職員）　グループ討議の記

録　鳥居由幸（福生市音楽愛好者連絡会）・秋山典子（七味とうがらし）

◇分科会　午後 1時から 4時
テーマ 司会 事例発表者 助言者 記録

福生七夕まつりから見えてくるま
ちづくり
（企画：本館利用者連絡会）

中根　浩
（七味とうがら

し）
大柿雅子

（福生吹奏楽団）

井上　均
（福生七夕まつり
飾り付け部会）

遠藤洋一（同　
模擬店部会）

渡辺浩行（同
イベント部会）

宮川　齊
（みたか市民プラ

ン 21会議）

奈良文子
（ゆうあいふっさ）

吉沢弘美
（合唱サークル）

齊藤靖子
（サークルモミ）

公民館とサークル～あなたが主役
～（企画＝松林利用者交流会）

吉岡　勇
（さつきひろば）

山口　勇
（さつきひろば）
入江富美子

（かぐや姫工房）

進藤文夫
（三多摩公民館研

究所）

吉岡　勇
野村敬二

（松林分館職員）

サークル活動の成果を地域にひろ
げよう
（企画：白梅利用者交流会）

重見通明・森
田貞蔵

（熟年ひろば）

綿貫石三
（鍋一詩吟愛好会）
依田文雄（熊川

子供囃子連）
池上裕子
（みふじ会）

奥田泰弘
（中央大学）

上田勝三
（太極拳の会）他

体験発表「私らしく生きるとは～
子育ての中から見えること～」（企
画：サークルシュガー）

會田ゆき子（サ
ークルシュガー）

佐野里英子・
内田麻由子（サ
ークルシュガー）

平賀知子・中
田恵子（サーク
ルシュガー）

ごみ問題みんなで考えてみません
か（企画：七味とうがらし）

伊地知仁子
（日野市環境基本
計画推進市民連

絡会）

話題提供
野崎隆晴・中
村利夫（福生
市環境課職員）

田中加代
（七味とうがらし）

久保　淳
（本館職員）

街のバリアフリーを調べよう（企画：
バリアフリー 2001） 高崎賢啓 本木美登里 百瀬友康

思い通りにならないよね、子育て
って～ビデオ『母親の一人育児と
育児不安・児童虐待』を見て～（企
画：ふっさ女性フォーラムをすすめる会）

石橋初子
（ふっさ女性フォ
ーラムをすすめ

る会）

林　美幸（福生
女性フォーラムを
すすめる会）、
村田友美
（本館職員）

◇報告会　午後 4時 15 分から 5時
◆実行委員会
回 日時 内容 参加者
1 5/29（火） 

19:30- 趣旨確認。実施日の設定。他 9名

2 7/13（金） 
19:30- 正副実行委員長候補選出。テーマの検討・決定。企画・内容検討。他 9名

3 8/30（木） 
19:30-

正副実行委員長選出。つどい全体構成決定。各分科会から報告、全体会
の企画・内容検討。手話通訳確認。他 24名

4 9/29（土） 
10：00- 各分科会から報告。全体会検討・決定。他 17名

5 10/24（水） 
19:30- 分科会会場決定。全体会確認。他 17名

6 11/29（木） 
19:30- 反省会（振り返り。来年度の実施を確認。日程の検討。 14名

第 21回公民館のつどい　　2002（平成 15）年 2月 9日（日）正午～午後 4時 30分
テーマ　　地域にかかわる公民館 実行委員長　髙﨑賢啓
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◇分科会　正午から午後 3時
テーマ 司会 事例発表者 助言者 記録

地域とかかわる公民館―公民館と
わたし、みんなそして地域へ
（企画：本館利用者連絡会・松林利用者交流
会・白梅利用者交流会）

佐々木京子
（サークルシュガ

ー）

西村知子（クロ
ーバー）、武井　
修（土窯会）、野
村　亮（自然環
境アカデミー）

朝岡幸彦（東京
農工大）

高崎賢啓（バ
リアフリー

2001）、吉岡
勇（水墨画会）、
上田勝三（白
梅太極拳の会）

市民の目線で〃支援〃をとらえて
みよう～子育て支援、学習支援ど
こが違う？どこが同じ？～（企画：
七味とうがらし、シュガー）

中根　浩（七
味とうがらし）

内田麻由子（ほ
っとひろばスタッ
フ）、大野真理
子（シュガー）

菅井正彦（神奈
川県児童医療財団
小児療育相談セン

ター）

仲平千恵子・
會田ゆき子
（シュガー）

性から考える生きていく大切さ」
（企画：本館利用者連絡会運営委員＆本館利
用者有志）

佐藤重子（と
しなみ会）

海和綾子（社日
本助産師会東京都
支部西多摩分会）

森田玲子・塚
原ひろみ・宇
佐美勝代（社日
本助産師会東京都
支部西多摩分会）

平島貴子（綴
りの会）

◇報告会　午後３時 15分から４時 30分
◆実行委員会
回 日時 内容 参加者
1 5/31（金） 

19：30- 趣旨確認。実施日決定。つどい全体構成・内容検討。 14名

2 7/12（金） 
19：30-

正副実行委員長候補選出。3館合同企画分科会検討。報告会検討。つど
い全体構成検討。 9名

3 9/26（木） 
19：30-

正副実行委員長選出、つどい全体構成決定。3館合同企画分科会検討。
手話通訳確認。報告会検討。他 15名

4 11/28（木） 
19：30-

分科会企画内容の変更確認。3館合同企画分科会検討。テーマの決定。
報告会お茶の件検討。他 10名

5 1/21（水） 
19：30-

全体進行確認。分科会会場決定。報告会確認。手話通訳確認。PR, 案内
状等確認。他 18名

6 2/26（水） 
19：30-

反省会（振り返り。参加者の事前集約の必要性。分科会会場の早期決定。
来年度の実施確認。日程の決定） 16名

第 22回公民館のつどい　　　2003（平成 15）年 11月 30日（日）
テーマ　語ろう、学ぼう、あのこと　このこと　公民館で  実行委員長　吉岡　勇

◇分科会　午後零時 30分から３時 15分
テーマ 司会 事例発表者 助言者 記録
公民館の現状と課題～サークル活動
って〃タダ〃なの！～
（企画：本館利用者連絡会・松林利用者交流会・
白梅利用者交流会）

伊東静一 小沢　朗
（横浜市職員）

朝岡幸彦
（東京農工大）

渡辺聰子、
渡部真知子、

吉岡勇

高齢者をとりまく医療・介護の現状
（企画：地域福祉学習会ハートフル） 桜井奏子

萬沢せつ子（日
の出ヶ丘病院ソー
シャルワーカー）

森内比砂子

熊川分水の成り立ちから保全につい
て（企画：白梅利用者有志）

黒沢吉信 上田勝三 坂上洋之（玉川
上水研究家）

森田和子、
北山梅子

子どもを預けることを考える
（企画：サークルシュガー、七味とうがらし） 田中加代 仲平千恵子 加藤有孝（元福

生市公民館職員） 會田ゆき子

裁判員制度について
（企画：本館利用者有志） 奈良文子

解説：盛岡暉
道（拝島法律事務

所弁護士）
黒田輝子

「命」そこから生まれるもの
（企画：命とからだのコミュニティー） 石橋初子

佐藤晴世（「人間
と性」教育研究協
議会多摩サークル

平島貴子

◇報告会　午後３時 30分から 5時
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◆実行委員会
回 日時 内容 参加者
1 6/6（金） 

19：30- 趣旨確認。実施日確認。つどい全体の構成検討・決定。 8名

2 7/16（水 8） 
19：30-

正副実行委員長選出。テーマ検討・決定。分科会の検討（各館での検討
をもとに。3館合同の実施決定。）。報告会検討。 14名

3 9/12（金） 
19：30 －

各分科会から報告、報告会検討。手話通訳検討・確認。ポスターは事務
局作成。 17名

4 10/7（火） 
19：30 －

全体会確認、各分科会から報告。報告会検討・決定。分科会会場決定。
招待者・案内状確認。他 12名

5 11/6（木） 
19：30 － 分科会最終確認。報告会確認。手話通訳確認。役割分担検討・決定。他 14名

6 12/17（水 ) 
19:30- 反省会（振り返り。分科会数について。来年度の実施確認、日程の確認。） 22名

第 23回公民館のつどい　　2004（平成 16）年 11月 28日（日）
テーマ　見直そうこの社会、公民館の学びから  実行委員長　森田貞蔵

◇分科会　　午後零時 30分から 3時 15 分
テーマ 司会 事例発表者 助言者 記録

みんなが知っておきたい年金の基礎
の基礎（企画：地域福祉学習会ハートフル）

桜井奏子 萬沢　明（社
会保険労務士）

松本昌子、
井上日出夫

玉川上水遊歩道を考えよう
（企画：玉川上水遊歩道を考える会）

杉森　侑（玉川
上水遊歩道を考え

る会）

話題提供：青
木克己・原嶋
卓也（玉川上水遊
歩道を考える会）

杉森　侑

暮らしに生かそう憲法の役割とその
理念
（企画：福生生活と健康を守る会）

長田紀禰子
基調報告：伊
崎義宏（福生憲
法教室講師）

伊藤広美

熊川分水の景観と保全（企画：熊川分
水に親しむ会）

黒沢吉信（熊川
分水に親しむ会）

高崎勇作（福
生市文化財保護
審議会委員）

横田君子
森田和子（白
梅分館職員）

どうなる公民館　指定管理者制度と
は（企画：公運審委員）

高水清安 荒井文昭（東
京都立大学）

森谷初美（松
林分館職員）

メディア・リテラシー～情報を読み
解く力をつけよう～
（企画：本館利用者有志）

秋山典子（七味
とうがらし）

新開清子（Ｆ
ＣＴ市民のメデ
ィアフォーラム）

中根　浩

◇報告会　午後３時 30分から 5時
◆実行委員会
回 日時 内容 参加者
1 6/23( 水 ) 

19:30-
趣旨確認。正副実行委員長候補選出。つどい全体の進行方法・内容検討。
他 7名

2 7/27( 火 ) 
19:30-

実行委員長の各館持ち回りを確認。副実行院長選出、テーマ検討、分科
会企画の提案・決定。他 13名

3 9/8( 水） 
 19:30-

実行委員長選出、各分科会から報告。3館合同企画検討。報告会検討。
手話通訳要望。ポスター・チラシ依頼。他 11名

4 10/5( 火） 
19:30-

各分科会から報告、報告会検討。手話通訳確認。参加者の集約検討・実
施決定。ＰＲ。他 9名

5 11/9( 火） 
19:30-

分科会会場決定。報告会確認。手話通訳確認。役割分担検討・確認。参
加者の集約。他 12名

6 12/8( 水） 
19:30- 反省会（振り返り。来年度の実施確認、日程の決定。準備は 8月からに。） 9名
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第 24回公民館のつどい　　2005（平成 17）年 11月 27日（日）
テーマ　　公民館　学ぼう　つけよう市民の力  実行委員長　秋山典子

◇全体会　午前 10時から正午
テーマ 司会 事例発表者 助言者 記録

公民館にとって指定管理者制度って
なに？　市民にとって得なの？損な
の？～（企画：公運審）

高水清安
（公運審委員）

荒井俊行
（国立市公民館

長）

田中加代・高
崎賢啓・佐々

木京子
（公運審委員）

◇分科会　　午後１時から 3時 30 分
テーマ 司会 事例発表者 助言者 記録

こんなときどうする ?～思春期の
子どもとどう向き合う !?（企画：サ
ークル彩）

林　美幸
（サークル彩）

梅田君江（フェ
ミニストセラピィ
〃なかま〃心理カ

ウンセラー

平島貴子
（サークル彩）

日本国憲法と私たち
（企画：福生生活と健康を守る会） 長田紀禰子

伊崎義宏（福生
生活と健康を守る

会）

鈴木金吾（西
多摩憲法会議）

私たちも働きたい～知的障がい者
の就労の願いをかなえるために（企
画：青年学級にじのはらっぱ）

柳　正（元青年
学級にじのはら

っぱ講師）

石井里果・鈴
木基之・瀬川
京子・東郷温
（青年学級にじのは
らっぱ）、

原俊雄（ハロー
ワーク青梅障害者
求人開拓員）、

安部省吾（伯東
株障害者職業コン

サルタント）

井上日出夫
（本館職員）

終戦直後からの生活に想う（企画：
白梅熟年ひろば）

松坂直人（白
梅職員）

重見通明（熟年
ひろば）

宮脇岑生（流通
経済大）

松坂直人（白
梅職員）

熊川分水の保全と景観
（企画：熊川分水に親しむ会、公民館白梅分
館）

黒沢吉信
高崎勇作（福生
市文化財保護審議

会委員）
上田勝三

玉川上水の現状と保全規制につい
て学ぼう（企画：玉川上水遊歩道を考え
る会）

島田雅由（玉
川上水遊歩道を

考える会）

情報提供：小
峰勝（福生市都
市建設部都市計画
課）。滝嶋肇（都
市建設部土木課）

杉森　侑（玉
川上水遊歩道を

考える会）

「もったいない」を考える（白梅分館
有志） 小宮みさ子

田中三代司（福
生環境市民会議「ご
み減量プロジェク

ト」）
北山梅子

◇報告会　午後３時 45分から 5時
◆実行委員会
回 日時 内容 参加者
1 8/9( 火） 

19:30-
趣旨確認。正副実行委員長選出。分科会企画の提案と確認。全体会の検
討。つどい全体の構成検討。他 10名

2 9/6( 火） 
19:30-

つどい全体の構成検討・決定。テーマの検討・決定。分科会に、予算に、
ポスターチラシ、 12名

3 10/4( 火） 
19:30-

全体会の検討・決定。各分科会から報告。報告会の検討。講師謝礼につ
いて検討・確認。手話通訳確認。ＰＲ。他 10名

4 11/9( 水） 
19:30-

全体会の確認。分科会会場決定。報告会の検討・確認。役割分担確認。
他 9名

5 12/7( 水） 
19:30- 反省会（振り返り。来年度の実施確認、日程の決定） 12名

第 25回公民館のつどい　　2006（平成 18）年 11月 27日（日）
テーマ　住みやすい　地域をつくろう　つどいから 実行委員長　伊藤広美

◇分科会　　午前 10時から正午
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テーマ 司会 事例発表者 助言者 記録
玉川上水をもって知ろう
　上水沿いをなぜ歩けないの？
（企画：玉川上水遊歩道を考える会）

島田雅由
（玉川上水遊歩道を

考える会）

西村邦康、柴崎
新、小峰勝、原
島貞夫、清水敬
介、市川重一

杉森　侑
（玉川上水遊歩
道を考える会）

自分らしく生きる～子育てととも
に～（企画：サークルシュガー）

會田ゆき子（サ
ークルシュガー）

濱原幸恵（サー
クルシュガー）

藤村美津（エリ
ザベス・サンダー
スホーム園長）

本田麻希（サ
ークルシュガ

ー）
五日市憲法に学ぶ・憲法ってなあ
に（企画：福生市民九条の会）

長田紀禰子 江井秀雄（民衆
思想史研究所） 鈴木金吾

どうなる地球温暖化と福生の暮ら
し（企画：職員）

伊東静一
（松林分館職員）

小澤祥司（アー
スキッズ代表）

伊東静一（松
林分館職員）

◇全体会　　午後 1時から 3時
テーマ 司会 事例発表者 助言者 記録

あなたの・わたしの・公民館のこと
考えてみませんか？（企画：公運審）

高水清安
（公運審委員）

井藤鐡男
（元国立市公民館
運営審議会委員）

田中加代・高崎賢
啓・佐々木京子
（公運審委員）

＊全体会として、あいさつ、分科会報告あり。

◇交流会　午後３時 10分から４時 30分

＊全体会の中から討議の柱を抽出し、三つのグループに分かれて話し合いののち、各グループの報告を

した。コーヒーを飲みながら懇談的に行った。
◆実行委員会
回 日時 内容 参加者
1 8/23（水）

19:30-
趣旨確認。正副実行委員長選出。構成・内容の検討。アンケート実施の
確認。他 11名

2 9/21（木）
19:30-

アンケート結果を元にテーマ、構成・内容の検討・決定。分科会企画の
提案と決定。ポスターチラシの依頼。予算確認。他 11名

3 10/11（水）
19:30-

各分科会から報告。全体会・交流会内容検討。テーマと分科会・全体会
のつながり、ポスター・チラシ決定。手話通訳の確認。他 8名

4 11/8（水） 
19：30 －

交流会内容検討。分科会会場決定。各分科会から報告、全体会の報告。
他 13名

11/14（火） 
11：00 － 交流会内容検討（実行委員会とは別に実施） 4名

5 12/6（水） 
19：30 －

反省会（テーマ設定を丁寧に、テーマに基づいた分科会に、来年度の実
施確認、日程の決定） 9名

手話通訳について

公民館のつどいでは全体会を中心に、手話通訳を

実施している。その背景は「障害者とともに歩むまち

づくりの分科会」を契機に、広く障害者の参加を保障

するという視点から、聴覚障害者のための手話通訳が

求められてきたことがあげられる。

公民館のつどいに手話通訳をつける動きは 1994

（平成 6）年度第 13 回公民館のつどいからであった。

当時の実行委員会で手話サークル「福手の会」から提

案され、その年のつどいに福手の会のメンバーが活動

の成果の発表という形で対応し、実現した。
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翌第 14回も手話サークル（福手の会、手話サークルもみじ）のメンバーで対応したが、反省会において、

専門的技術をもった方に謝礼を払い、きちんと位置づけたほうが良いのではないか、という意見が出され

た。

第 15回公民館のつどい全体会（講演会）に専門家としての手話通訳者（以下、「登録通訳者」という。）

を依頼、経費についてはつどい講師謝礼の中から支出した。聴覚障害者の情報を保障するというレベルの

手話通訳を手話サークルに求められても責任が負えないということから、実行委員会の論議の中で位置づ

けられたものである。一方、分科会については手話サークルの活動の一環という位置づけで手話通訳を

行った。また、来年に向けて、登録通訳者のための予算を別枠で確保することが提案された。

以後、登録通訳者と手話サークルで役割の分担をしながら手話通訳を継続する。

第 16回（1997（平成 9）年度）は分科会に登録通訳者を依頼、報告会を手話サークルの活動の一環と

いう位置づけで行った。また、毎年、つどいの内容は変わるので、毎年の実行委員会で検討することになっ

た。前年の要望である登録通訳者謝礼の別枠確保はできていなかった。

第 17回には予算に登録通訳者のための予算を別枠で確保した。

第 20回（平成 13年度）では手話サークル「福手の会」が参加できず。

第 21回は全体会が行われず、分科会に登録通訳者をお願いした。以後、手話通訳者の会事務局を通じ

て登録通訳者を紹介していただき実施している。
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　9　男女共同参画フォーラムと公民館　

　福生市公民館における女性問題学習の流れは、

まず、最初の 10 年間では公民館を拠点として自

らの生活の可能性を見出し、仲間とともに活動し

ていく場として定着させていく過程であった。こ

れが、公民館が設置されて 20年にわたるまでに、

女性がより輝いて生きていけるような学習にする

ために内容や方法が蓄積され、女性問題の解決に

向けた実践へと展開していく。

特に、1992（平成４）年から「ふっさ女性フォー

ラム」が開催され、これらを継続して実施してい

くために市民参加による組織化が図られ、実行委

員会「ふっさ女性フォーラムをすすめる会」が結

成されるに至っている。

　基本的に、この組織は公募方式を採用し、新た

な参加者の確保を目指していたが、メンバーの増

加や幅広い年齢層への拡大は事業継続の過程で常

に課題であった。

　しかし、裏返せば、実行委員会には女性問題連

絡協議会等の固定メンバーが毎年参加したことに

よって、彼女たち個々人に理念やフォーラムの企

画・運営に関わるノウハウが蓄積され、これに公

民館職員が関わっていくことによって事業の継続

的実施が可能となっていたことは指摘しておかね

ばならない。

　ところが、フォーラムの理念や企画・運営が特

定の人々に集約されていく過程は、試行錯誤する

過程ではダイナミックな事業展開を期待できる

が、メンバーの数的拡大や多くの世代への広がり

が実現できていない現実によって、厳しい表現で

あるが事業の限界を呈することになる。

　これらはこの組織に特有の現象ではなく、創業

時から守勢時への事業転換の難しさは民間企業に

おいても同様に困難な課題であろう。公的な事業

が法律論に基づき、事業継承そのものを前面に押

し出すことによって、民間よりも早く、限界にい

たるということがあるかもしれない。この記念誌

においてこれ以上の脱線は避けよう。

結果として、公民館が設置され、30 年目を迎

える今日までに、このフォーラムは大きな変化、

転換を迫られることになる。

　その過程では女性問題連絡協議会の会員が実行

委員会に参加しなくなり（一部は市に協働推進課

が設置され、連携機関の転換がおこったというこ

とも指摘されている）、公民館との直接的なかか

わりがなくなり、フォーラムの事業継承が途切れ

ることになった。

　これによって、実行委員会を設置しても公民館

職員主導で実施に至ったり、そもそも実行委員会

を設置せずイベント型になったこともあった。

　しかし、別の見方をすれば、福生の地理的、社

会的、政治的環境が変化し、就労形態と家族構成、

地域との関わり方が変化する過程の中で、人間関

係が希薄化し、さらに関係を深めなくても生活し

ていける環境が整っていったこともあり、新たな

市民参加が自主的に阻害、敬遠されるという一面

があったことも指摘しておかねばならない。これ

は公民館の事業であっても例外ではなく、それが

ここ 10年間に表出したということもできる。

　厳しい表現が許されれば、失われた 10 年とい

うこともできるかもしれないが、だからこそ、こ

の 10 年間をどのように総括し、次なる 10 年間

に引き継ぐのかということにもなろう。ただでさ

え、市に協働推進課が設置され、同じ領域での事

業を展開しており、公民館での市民の学習支援に
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おける役割が問われることになるのである。

　公民館設置の理念とその蓄積を念頭におけば、

協働推進課が設置されて、類似する事業が展開さ

れても、公民館は継続的に男女共同参画フォーラ

ムを実施していくことが求められよう。

　それは、まず公民館事業の蓄積によって女性問

題や子育てに関心をもつ市民と直接的、継続的な

関係を維持しており、これは協働推進課に限らず、

市長部局においてもこのような蓄積のある機関は

見当たらない。

　その意味でも公民館がこれまでの 10 年間をい

かに総括するかにかかっている。

　しかし課題もある。それは初期の実行委員会や

女性問題連絡協議会において新規市民の参入に課

題をもっており、理念、ノウハウの蓄積過程にお

いて、参入の壁を形成していったことを念頭にお

けば、新規参入の仕組みを公民館としてどのよう

に捉え、打開するかが問われることになる。

　これは市全体として予算縮減の流れの中で、協

働推進課との連携を模索すると共に、公民館にお

いても若い世代での女性問題や子育ての学習を支

援する講座を再編し、つなぎ合わせながら、体系

的に講座を実施していくことを模索しなければな

らない。

　これらは、これまで公民館職員が個々に任され

ていた事業設定（講座設定権限）を見直し、事業

評価方法と個々の専門性向上にむけた研修が一緒

になって展開される必要性を物語ることになる。

　まさに、男女共同参画フォーラムの歴史は福生

市公民館の歴史であり、限界・課題でもあること

を示している。

　かといって、これまで 30年間の蓄積を否定し、

新たな事業展開をすればよいというものではない

だろう。

　市民が参画し、力量形成をしていく学習および

その蓄積の過程自体は評価されるべきものであ

り、何を継承し、何を創造していくのかが問われ

ることになろう。

　そのためには、フォーラムの事業体制（学習会）

を再び復活させ、再編・活用（子育て中の女性に

対して保育を導入することも検討課題の一つ）し

つつ、新たな市民の参入については、例えば保育

室併設講座との連結や他機関としては指定管理者

が導入されているが児童館との連携や社会福祉協

議会等との連携を視野に入れて、フォーラム実施

のための企画・運営システムの構築が図られる必

要があろう。

　となれば、まさに 31 年目（30 周年記念誌で

はあるが）における保育室併設講座とフォーラム

の連結事業を足がかりにして、新たな市民と公民

館の協働を模索していくことが求められよう。

　これによって “ 失われた 10 年 ” は、“ 再生の

ための 10 年 ” として位置づくことになるのであ

り、今後の 10 年間の事業展開こそが問われるの

である。そのための “失われた 10 年 ” は “ 創造

的破壊のための 10 年 ” であってほしいと願うば

かりである。
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1997（平成 9）年度
ふっさ女性フォーラムをすすめる会

　市民による実行委員会の中でフォーラムの内容

を練り上げ、市民による運営をするために行った。

期間　５月 29日～ 10月 30 日　全 8回

会場　公民館本館、福祉会館

参加者　延べ 33人

内容　テーマ、講師、当日のすすめ方、役割分

担、当日配布資料等について。女性フォーラ

ムを振り返り、来年度へ向けて。

ふっさ女性フォーラム「みんなで支えあう介護っ

て？ー自分らしく生き抜くためにー」

　福生市女性行動計画「ふっさ女性プラン」をよ

り自分たちの生活にひきつけていくために、「男

女が共に担う介護の推進」の項をテーマに、女性

問題の視点で高齢者介護の問題を考え直す場とし

て実施した。

日時　8月2日（土）午後1時30分～4時30分

場所　市民会館小ホール

参加者　83人

内容　講演会

講師　沖藤典子氏（ノンフィクション作家）

ふっさ女性フォーラムを考える会

　フォーラムの記録作成を中心に、来年度の女性

フォーラムをどのようなものにしていくかを考え

る場として実施した。

期間　11 月 26 日～ 1998 年 3 月 3 日　全 7

回

会場　福祉会館、公民館松林分館

参加者　延べ 20人

内容　女性フォーラムの記録作成、来年度以降

の女性フォーラムについて

女性問題パネル展パートⅠ

　　「ジェンダーフリー　その新しい生き方」

　期間　4月 3日（金）～ 4月 6日（日）

　場所　公民館本館展示室

　参加者　延べ 50人

女性問題パネル展パートⅡ

　　　「仕事を拓いた女性たち」

　期間　4月 24 日（木）～ 27日（日）

　場所　公民館本館展示室

　参加者　延べ 50人

1998（平成 10）年度
ふっさ女性フォーラムをすすめる会

　市民参加の準備会を行うことにより、市民の

ニーズ・地域の課題を明確にし、女性問題の認識

をより深め、さらに多くの市民に広げることを目

指した。

期間　5月21日～1999年3月26日　全22回

会場　公民館本館

参加者　延べ 197 人

内容　フォーラムのテーマ、当日の形態、寸劇、

学習会、講師依頼、台本、ポスター・チラシ

等について。フォーラムを振り返り、来年度

へ向けて。

ふっさ女性フォーラム

「常識ってなに！？ーことばの中にひそむ、

無意識な差別を見直そう！ー」

　「ことば」をテーマに芝居と講演を通し、私た

ちの身近にあることばを改めて女性問題の視点か

ら考え直す機会とした。

日時　1999（平成 11）年 2月 20 日（土）

　　　午後 1時～ 4時

場所　市民会館小ホール

参加者　89人

内容　芝居と講演

講師　中村桃子氏（関東学院大学）

協力　劇団 SHAKE HIP
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女性問題パネル展「ことばに見る女性」

期間　1999 年 2月 18 日（木）～ 25日（木）

会場　公民館本館展示室

参加者　延べ 200 人

1999（平成 11）年度
ふっさ女性フォーラムをすすめる会

　ふっさ女性フォーラムの実施に向けて、仲間と

共に学び合い、地域の課題を解決するための力を

育てあえるような場になることを目的に実施し

た。

期間　6月 24日～2000年 1月 7日　全15回

場所　公民館本館

参加者　延べ 56人

内容　フォーラムのテーマ、内容、役割分担、

図書館への要望等。フォーラムを振り返り、

学習会について

ふっさ女性フォーラム

「こころの居場所～わたしがわたしであるために～」

日時　12月 11 日（土）午後 2時～ 4時

場所　市民会館小ホール

参加者　342 人

内容　来場者に講演前に質問に答えてもらい

身近な女性問題に気づき、引き続き講演を

行った。

講師　落合恵子氏（作家）

ふっさ女性フォーラムパネル展

　　「イラストで読む北京行動綱領」

　2000 年 6 月にニューヨークで開催される『女

性 2000 年会議ー 21 世紀に向けての男女平等・

開発・平和ー」に向けて、採択後 5年を経過し

た北京行動綱領の内容を日本の女性に引きつけ、

わかりやすく展示した。

期間　11月 18 日（木）～ 28日（日）

場所　公民館本館展示室、市民会館小ホールロ

ビー

参加者　延べ 440 人

2000（平成 12）年
ふっさ女性フォーラムをすすめる会

期間　4月 11 日～ 2001 年 3月 6日

場所　公民館本館

参加者　延べ 58人

内容　フォーラムのテーマ、内容、公民館のつ

どい参加、役割分担等について。フォーラム

の反省と来年度へ向けて、学習会について

ふっさ女性フォーラム「わたしは誰のもの？　～

自分らしい生き方を求めて～」

　性別に関係なく一人の人間として尊重され、対

等な立場であらゆる活動に共に参画できる男女共

同参画社会へ向け、その理解を深める機会として

実施した。

日時　12月 9日（土）午後 2時～ 4時

場所　市民会館小ホール

参加者　207 人

内容　来場者に講演前に質問に答えてもらい

身近な女性問題に気づき、引き続き講演を

行った。

講師　中山千夏氏（作家）

ふっさ女性フォーラムパネル展

「社会のすみずみまで男女平等を～男女共同参

画社会基本法 21世紀への旅立ち～」

　男女共同参画社会の理解を深めるための展示を

実施した。

　期間　12月 5日（火）～ 16日（土）

　場所　公民館本館展示室

　参加者　延べ 320 人
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2001（平成 13）年
ふっさ女性フォーラムをすすめる会

期間　4 月 17 日～ 2002 年 2 月 9 日　全 12

回

場所　公民館本館

参加者　延べ 60人

内容　フォーラムのテーマ、内容、名称変更検

討、公民館のつどい等について

　　反省会（アンケート集約、課題、来年度へ

向けて）

男女共同参画週間　第 10 回ふっさ女と男の

フォーラムをすすめる会学習会「女性が元気にな

る！ シネマ＆トーク『アントニア』」

　男女共同参画週間の意義を広く市民に広め、理

解を深める機会として実施した。

日時　6月 26 日（火）午後 7時～ 9時 30 分

場所　公民館本館

参加者　12人

内容　女性監督による女性の生き方、女性問題

をテーマとした映画「アントニオ」を視聴。

講師　松本侑壬子氏（映画評論家）

第 10 回ふっさ女と男のフォーラム「思い通りに

ならないよね、子育てって～幼児虐待の背景にひ

そむもの～」

日時　2002 年 2月 9日午後 1時 30 分～ 4時

場所　市民会館小ホール

参加者　151 人

内容　てい談と質疑応答

講師　大日向雅美氏（恵泉女学園大学）

　　　石坂　啓氏（マンガ家）

　　　汐見稔幸氏（東京大学）

ふっさ女と男のフォーラムパネル展

　　「リプロダクティブヘルス・ライツ」

　リプロダクティブヘルス・ライツ（特に女性の

健康を自己決定する権利）を理解するために、わ

かりやすいパネル展示を行う。

期間　2002 年 2月 1日（金）～ 9日（土）

会場　公民館本館展示室

参加者　延べ 250 人

2002（平成 14）年度
ふっさ女と男のフォーラムをすすめる会

期間　4 月 16 日～ 2003 年 2 月 1 日　全 19

回

場所　公民館本館

参加者　延べ 67人

内容　フォーラムの内容、保育室、すすめる会

への男性の参加、秋の学習会「私たちの望む

ワークシェアリング等について。

　　秋の学習会を振り返り、女性問題講座のプ

ログラム、フォーラムの反省等について

第 11 回ふっさ女と男のフォーラム「これからの

女と男の働き方～雇用の流動化の中で～」

　女性も男性も自分らしく働くにはどうすればい

いのかを講演を通して考え合う。

日時　2003 年 2月 1日（土）午後 2時～ 4時

場所　市民会館小ホール

参加者　163 人

内容　女性が働くとき、家事や子育て、介護等

の性別役割分業を乗り越えるために、男の働

き方もふくめ、どうあるべきかを講演を通し

考え合う。

講師　上野千鶴子氏（東京大学）

2003（平成 15）年度
ふっさ女と男のフォーラムをすすめる会

期間　5月17日～2004年1月27日　全17回

場所　公民館本館、松林分館

参加者　延べ 80人

内容　フォーラムのテーマ、内容、保育、子ど
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もの学習会、事前学習会等について。学習会

を振り返り、反省会。

ふっさ女と男のフォーラム

　「自分らしさが大事～子どもが輝く学校って～」

　男女共同参画社会の実現を目指し、自分らしく

生きるには何が大切なのかを考え合う。

日時　12月 20 日（土）午後２時～

場所　市民会館小ホール

参加者　延べ 76人

内容　3人のパネリストそれぞれの立場から自

分らしく生きるために大切なことは何か、ま

た子ども達に学校、家庭の中でどのような言

葉かけをしていくべきかを考えあう。

パネリスト　河野貴代美氏（お茶の水女子大

学）、深澤純子氏（ヒューマンサービスセン

ター）、宮崎留美子氏（公立高校教諭）

2004（平成 16）年度
第 13回ふっさ女と男のフォーラムをすすめる会

　今年度はすすめる会への申込みが一人しかな

く、その方も第 1回実行委員会に参加したとこ

ろで辞退したため、事務局で準備をすすめた。

　日時　7月 24 日（土）午後 1時 30 分～ 3時

　場所　公民館本館

　参加者　1人

第 13回ふっさ女と男のフォーラム

　　「仲良くしようよ　男と女」

日時　12月 5日（日）午後 2時～

場所　市民会館小ホール

参加者　43人

内容　男女の共存を柱に、講師の体験を通し、

男女がお互いを尊重し合い、生きていくかを

考えあう。

講師　木村治美氏（エッセイスト）、角田四郎

氏（フリージャーナリスト）

　今回、フォーラムでは初めて託児を行い、幼い

子どもを持つ女性の参加を考慮した。

　託児　2人

2005（平成 17）年度
ふっさ女と男のフォーラム

　　「お互いの自立と尊重を目指して」

　女性の経済的自立、男性の生活の自立等を身近

な場面を通して考え合う。

日時　2006（平成 18）年 1月 29 日（日）午

後 2時～ 4時

場所　さくら会館 3階ホール

参加者　54人

内容　男女共同参画社会から老若男女共同参

画社会へという広がりを視野に、社会や地

域、家庭での差別や偏見をどう解決していく

かを考えあう。

講師　松村真貴子氏

　今年度も実行委員を公募したが、申込者がい

なかったため事務局で企画・準備・運営を

行った。

2006（平成 18）年度
第15回ふっさ男女共同参画フォーラム実行委員会

　身近な生活の中から疑問を出し合い、課題を共

有し、フォーラムに向けての企画をすすめた。実

行委員には幼い子どもを育てる方子育てに関わる

方が集まった。

期間　6月 8日～ 11月 13 日　全 10回

場所　公民館白梅分館、福祉センター保育室、

扶桑会館他

参加者　延べ 64人

内容　フォーラムのタイトル、内容、託児、ボ

ンディング等について

　　フォーラムの振り返りと来年度に向けて

第 15回男女共同参画フォーラム

　　「親子の絆　見つめ直してみませんか？」
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　大切な命を育み、家庭生活を営むことが男と女

の共同作業であることを確認し、性差を越えて同

じ人間であることを認め合うこと、また親子を取

り巻く人々のふれあいと絆作りが豊かな生活に結

びつくことを確かめあった。

日時　10月 28 日（土）午前 9時 50 分～午後

0時 30 分

場所　公民館第４・5集会室

参加者　45人

シンポジスト　森田玲子氏（森田助産院）、角

田四郎氏（ノンフィクションライター）、福

生市職員 2名

司会　秋山典子氏
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　10　学習支援・サークル援助　

1997（平成 9）年度
講座・講演会名 実施日 人数 講師名 サークル名

8月 30 日 15 内藤和美 氏 女性学サークルもくせい
「七宝焼講習会」 9月 3日 20 井上喜久子氏 七宝焼サークル

11月 24 日 20 本多雅忠 氏 福手の会
2月 10 日 6 志摩江津子 氏 あじさいOB会

「どうなる公民館！」 2月 21 日 11 長澤成次 氏 七味とうがらし

1998（平成 10）年度
講座・講演会名 実施日 人数 講師名 サークル名

「女らしさ男らしさは学校でつくられる？」 9月 12 日 20 森本エリ子氏 女性学サークルもくせい
「木工＆ペイント」 2月 16 日 20 小椋直子 氏 あじさいOB会
「リトミック」 3月 4日 32 鹿戸裕子 氏

蔦川尚子 氏
サークルポップコーン

3月 24 日 7 奥津とし子氏 七味とうがらし

1999（平成 11）年度
講座・講演会名 実施日 人数 講師名 サークル名

「みんなが楽しい家庭科の授業を！」 9月 18 日 18 鈴木宏明　氏 女性学サークルもくせい
「手話を学ぶということ」 10月 23 日 60 石原茂樹 氏 手話サークルもみじ
｢マジック教室」 11月 13 日 8 和田茂利 氏 福生アマチュアマジック

クラブ
1月 22 日 38 佐久間久子 氏 おかし座
2月 23 日 13 新堀敏男 氏 七味とうがらし
2月 24 日 50 鹿戸裕子 氏

蔦川尚子 氏
サークルポップコーン

2000（平成 12）年度
講座・講演会名 実施日 人数 講師名 サークル名

1月 21 日 32 入佐さと子 氏 福手の会
2月 17 日 54 田中清 氏 手話サークルもみじ

公民館講師派遣援助事業

　公民館では公民館を利用する団体が、学習を深

め、新たな市民の広がりを目指すために公開で行

なう学習会・講演会を等に、必要な講師を派遣す

るために、その講師料の一部を援助する講師派遣

援助事業を実施している。

　この 10年間の実績は別表のとおりである。

　なお、巻末資料に、案内文書を掲載した。

万葉のロマンの世界～花・人・衣～朗誦（2002.9.7)
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3 月 1日 54 鹿戸裕子 氏
蔦川尚子 氏

サークルポップコーン

3月 24 日 9 大和田一紘 氏 七味とうがらし

2001（平成 13）年度
講座・講演会名 実施日 人数 講師名 サークル名

「ひょっとこ踊りにトライ」 8月 11 日 35 尾作映江 氏 福生ひょっとこひょうた
ん連

9月 29 日 11 飯田和子 氏 七味とうがらし
「みなさん子育てしやすいですか？」 3月 16 日 27 藤原千賀 氏 クローバー

2002（平成 14）年度
講座・講演会名 実施日 人数 講師名 サークル名

「万葉のロマンの世界～花・人・衣～朗誦」 9月 7日 58 小澤よし 氏 まほろばの会
「PTA何年生ですか　PTAを☆倍楽しむ方法」 9月 21 日 7 前橋弘子 氏 綴りの会
「絵手紙を始めませんか」 3月 25 日 36 石場眞智子氏 ふっさ絵手紙の会

2003（平成 15）年度
講座・講演会名 実施日 人数 講師名 サークル名

「子どもたちが自分らしく生きるためには？」 9月 11 日 36 深澤純子 氏 クローバー
「一日合唱を体験してみよう」 9月 20 日 26 高橋逸子 氏

小田切洋子氏
福生児童合唱団フレンズ

「盲ろう者の理解のために」 10月 18 日 40 多幸勇二 氏 福手の会
「親子で楽しくリトミックしませんか」 2月 26 日 43 鹿戸裕子 氏

蔦川尚子 氏
サークルポップコーン

「社会全体の育児力低下の深刻な現状と課題」 2月 29 日 37 今キヨ子 氏 地域福祉学習会ハートフル

2004（平成 16）年度
講座・講演会名 実施日 人数 講師名 サークル名

「玉川上水遊歩道について考えよう」 7月 17 日 41 保坂吉則 氏 玉川上水遊歩道を考える会
「古典の世界から『語りと音楽』を楽し
みませんか」

12月 5日 37 和田克子 氏 まほろばの会

「日常できる健康づくり」 2月 6日 36 内田貴士 氏 福手の会
「高齢者虐待の課題と展望」 3月 19 日 32 中村雪枝 氏 地域福祉学習会ハートフル

2005（平成 17）年度
講座・講演会名 実施日 人数 講師名 サークル名

「心に浮かぶ思いをエッセイにつづって
みませんか」

平 10月 26
日

18 臼田洋子 氏 エッセイクラブ白梅

｢私もひとりで暮らせる」 11月 12 日 80 松浦幸子 氏 FHMの会
「たましろの郷を知ろう！」 2月 5日 30 花田克彦 氏 福手の会
「アニメの見方を変えてみよう！！」 2月 14 日 10 新開清子 氏 クローバー

2006（平成 18）年度
講座・講演会名 実施日 人数 講師名 サークル名

「音読をして脳の活性化に役立てよう」 7月 20 日 50 平井任子 氏 朗読の会どんぐり
「障害者自立支援法って」 1月 28 日 50 菅井真 氏 地域福祉学習会ハートフル
「輝きたい私～子育て中の私を見つめる 3月 15 日 22 辻智子 氏 サークルシュガー
「聞こえない人たちの運動と福祉」 3月 31 日 30 本多忠雅 氏 福手の会
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1997（平成９）年度
サークル名（催し物名） 実施月日 人数 会場

福生市音楽者愛好者連絡会（第 15回市民音楽祭） 6月 29 日 大ホール
邦楽同好会（第 5回ゆかたざらい） 8月 17 日 小ホール
コール福生 21（ファーストコンサート） 8月 30 日 小ホール

1998（平成 10）年度
サークル名（催し物名） 実施月日 人数 会場

福生市音楽者愛好者連絡会（第 16回市民音楽祭） 6月 21 日 大ホール
福生吹奏楽団（第 1回定期演奏会） 11月 22 日 大ホール
福生児童合唱団フレンズ（第 5回定期発表会） 3月 7日 大ホール
福手の会（創立 20周年記念講演会「共に生きる力」） 9月 15 日 小ホール
福生演芸喜楽会（旗揚げ公演「情けの捕縄」） 9月 27 日 小ホール

1999（平成 11）年度
サークル名（催し物名） 実施月日 人数 会場

福生市音楽者愛好者連絡会（第 17回市民音楽祭） 6月 20 日 1,018 大ホール
福生演芸喜楽会（第 2回公演「親恋唄来太郎格子」） 10月 3日 260 小ホール
福生児童合唱団フレンズ（第 6回定期発表会） 3月 4日 200 小ホール
コール福生 21（第 2回コンサート） 3月 26 日 180 小ホール

2000（平成 12）年度
サークル名（催し物名） 実施月日 人数 会場

福生市音楽者愛好者連絡会（第 18回市民音楽祭） 6月 18 日 857 大ホール
福生演芸喜楽会（第 3回公演） 10月 15 日 260 小ホール
福生吹奏楽団（第 3回定期演奏会） 11月 23 日 550 大ホール
福生児童合唱団フレンズ（第 7回定期発表会） 3月 11 日 150 小ホール

2001（平成 13）年度
サークル名（催し物名） 実施月日 人数 会場

福生市音楽者愛好者連絡会（第 19回市民音楽祭） 6月 16 日 830 大ホール
福生吹奏楽団（第 4回定期演奏会） 11月 22 日 750 大ホール
福生児童合唱団フレンズ（第 8回定期発表会） 3月 10 日 210 小ホール

2002（平成 14）年度
サークル名（催し物名） 実施月日 人数 会場

福生市音楽者愛好者連絡会（第 20回市民音楽祭） 6月 18 日 830 大ホール
福生吹奏楽団（第 5回定期演奏会） 11月 23 日 750 大ホール
福生児童合唱団フレンズ（第 9回定期発表会） 3月 10 日 200 小ホール

大小ホール借上援助事業

　公民館では公民館を利用する社会教育団体がそ

の活動の成果を発表し、もって市民の学習・文化

活動の発展に寄与するため、市民会館大小ホール

借上援助を行なっている。

　この 10 年の借上援助事業を利用した活動は別

表のとおりである。

　この制度は団体の申請に基づき、来年度予算要

求をし、予算の範囲内で援助するものである。

　事務等の取り扱い要領は巻末資料に掲載した。
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2003（平成 15）年度
サークル名（催し物名） 実施月日 人数 会場

福生市音楽者愛好者連絡会（第 21回市民音楽祭） 6月 15 日 600 大ホール
福生吹奏楽団（第 6回定期演奏会） 11月 23 日 580 大ホール

2004（平成 16）年度
サークル名（催し物名） 実施月日 人数 会場

福生市音楽者愛好者連絡会（第 22回市民音楽祭） 6月 20 日 550 大ホール
福生吹奏楽団（第 7回定期演奏会） 11月 20 日 470 大ホール
福生児童合唱団フレンズ（第 10回定期発表会） 3月 27 日 230 小ホール

2005（平成 17）年度
サークル名（催し物名） 実施月日 人数 会場

福生市音楽者愛好者連絡会（第 23回市民音楽祭） 6月 18 日 750 大ホール
福生吹奏楽団（第 8回定期演奏会） 3月 19 日 515 大ホール
福生児童合唱団フレンズ（第 11回定期発表会） 3月 25 日 200 小ホール

2006（平成 18）年度
サークル名（催し物名） 実施月日 人数 会場

福生市音楽者愛好者連絡会（第 24回市民音楽祭） 6月 18 日 800 大ホール
福生吹奏楽団（第 9回定期演奏会） 11月 26 日 470 大ホール
福生児童合唱団フレンズ（第 12回定期発表会） 3月 25 日 230 小ホール

学習相談、事務的援助等
　公民館では求めに応じて、市民の学習相談に随

時対応するとともに制度として社会教育用備品の

貸し出し、印刷援助等を行なっている。

　社会教育用備品の貸し出しについては、近年の

DVD等新しいメディアの普及に伴い、液晶プロ

ジェクターの利用が増加しているが、16 ミリ映

写機等についてはほとんど貸し出しがない状況で

ある。

　東京都では多摩社会教育会館がファイルム配送

サービスと取りやめ、続いてフィルムライブラリ

ーを日比谷図書館に統合した。その後 2004（平

成 16）年 8 月末をもって「東京都 16 ミリ発声

映写機等取扱要綱」を廃止した。これに伴い、今

まで講習修了を義務づけてきた 16 ミリ映写機の

操作については修了要件を不問とし、また映写機

の検定についてもその根拠をなくしてしまった。

　そのため福生市公民館として新たに映写機検定

の要綱を策定し、継続しているが、操作講習につ

いては実施を取りやめ、映写機の操作が必要な方

の要求には練習会という形で対応することとした。

　現在、公立のフィルムライブラリーは日比谷図

書館視聴覚係にある。他市では独自にフィルムラ

イブラリーを持っているところもあるが、その対

応はまちまちである。

　印刷援助については　2005（平成 17）年度ま

ではサークルや市内の公共的団体に無償（用紙は

利用者が持ち込み）で印刷機の提供を行ってきた

が、市全体の印刷機等の取り扱いについて統一的

な規則を設けたため、2008（平成 18）年度より

実費相当額の使用料（製版・インク代）をいただ

くこととなった。

　使用料については次の通りである。

・製版代　　1枚につき 40円

・インク代　　50枚までごとに 25円

・紙代　　備付けの用紙を使用した場合、1枚に

つき 3円
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